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挨 拶 国 立 極 地 研 究 所 長 永 田 武
(10:00～10:10)
1.磁 気 圏 擾 乱(10:10～11:55)
座 長 小 口 高 東 大(理)
1太 陽 風 の 三 次 元 構 造 と磁 気 嵐
袴 田 和 幸 中 部 工 業 大
赤 祖 父 俊 一 ア ラス カ 大
2惑 星 間 衝 撃 波 に よ る サ ブ ス トー ム の 発 生
家 森 俊 彦 京 大(理)
3磁 気 圏 の 大 局 的 力 学 の 計 算 機 実 験
井 上 雄 二 京 都 産 業 大
4　 MAGSATで 観 測 さ れ た 沿 磁 力 線 電 流
飯 島 健 東 大(理)
福 島 直 〃
5カ ス プ領 域 沿 磁 力 線 電 流 と対 流 の 問 題 点
荒 木 徹 京 大(理)
　 6　 Field-aligned　 currents　 in　high
　 　 　 　 latitudes　 estirnated　 from　 Millstone
且ill　 radar　 observations　 of　ion　 drifts
安 原 文 彦 中 京 大(教 養)
上 出 洋 介 京 都 産 業 大(理)
①
7ロ ケ ッ ト高度におけ るオ ー ロラ電子 とX線
小玉正 弘 山梨 医大
奥谷 晶子 理 研
和 田雅美 〃
皿.VLF－ 且F波 動 現 象(12:45～15:30)
座 長 鶴 田 浩一郎 宇宙研
8昭 和 基 地 に お け るnarrow　 --　bandオ ー ロ ラ ヒ ス の 到 来
方 向 及 び 偏 波 の 観 測 結 果







9極 域VLFエ ミツシ ヨンの季節変化
一 地上 と衛星高度 での対比
山岸久雄 極 地研
小 田嶋 充 電通大
江尻全機 極地研





















12　 VLFソ ーサー放射 領域 とオー ロラアークの位 置 関係
中川 一之 電 通大
鈴木 光義 〃
芳 野赴夫 〃
福 西 浩 極地 研
13　 VLFソ ーサー,　LHR波 及びEIC波 のス ペク トル
構造
鈴木 光義 電 通大
中川一之 〃
芳 野赴夫 〃
福西 浩 極 地研
141SIS-1,皿 衛 星 に よるQnega　 -ASEの 観測
松 尾敏 郎 京 大(工)
木村 盤 根 〃
山岸久雄 極 地研
15　 KYOKKOに よる極域 プ ラズ マ波動 の観 測
中村 良治 宇 宙研
野村 雄二 〃












17極 域電 離圏にかけ る高 周波 プ ラズ マ波動 の励起
宮岡 宏 極地 研
大 家 寛 東 北大(理)








皿,ULF波 動 現 象(15:40～17:40)
座 長 林 幹 治 東大(理)
19中 低 緯度 及 び高緯度 にむ けるPc　 脈 動の特性 の対 比






20中 低緯度 及び高緯 度 にむけ るPc脈 動の特性 の対 比
(2)Psc型 磁 気脈動につい て
桑 島正 幸 地 磁 気観 測所
外谷 健 〃
河村 譜 〃
福西 浩 極地 研
21極 域 におけ るpi　 burst　 脈 動 の特性
國武 学 東 大(理)







23環 北太平洋 同時観測 に基 づ くULF　 WAVESの 特 性






ア ラ ス カ 大










25昭 和 ・み ず ほ ・マ ラ ジ ヨー ジ ナ や 同 時 観 測 に よ る
Pc3-5脈 動 の 位 相 特 性
福 西 浩 極 地 研
佐 藤 夏 雄 〃
26　 ULF emissionの ス ペ ク トル 構 造 の 解 釈(Pc1)
平 沢 威 男 極 地 研
小 野 高 幸 〃
⑤
1月26日(火 曜 日) 9:30～18:05
IV.　 南 北 共 役 性 現 象(9:30～12:00)
座 長 国 分 征 東大(理)
27昭 和基地 一ア イス ラン ド共役点 観測 のReview
平沢威 男 極地 研
28地 磁 気変 動H及 びZ成 分 か らみ た南北共 役性
鮎川 勝 極地研
巻 田和 男 拓殖 大
平沢威 男 極地研
292機 のDMSP　 satellite　 (F2,　 F3)に より同時観
測 され た南北オ ー ロラ帯 の入 射粒子の共役性
巻 田和男 拓殖大
30昭 和基地 ・アイス ラン ドにおけ るULF波 動 の共役性:
1.Pc1周 波数 帯脈動の共役性
福西 浩 極地研
外谷 健 地磁 気観 測所
桑 島正幸 〃
河 村 譜 〃
31昭 和 基地 ・アイス ラン ドにお け るULF波 動 の共役性:
9.Pc3-5周 波 数帯脈動 の共役 性
福 西 浩 極地研
桑 島正幸 地磁 気観測 所





33昭 和 基 地 ・ア イ ス ラ ン ドに お け るEL,F・VLF放 射
の 共 役 性:
I　 ELFヒ ス 及 び コー ラ ス スペ ク トル の 共 役 性
佐 藤 夏 雄 極 地 研
福 西 浩 〃
佐 藤 正 彦 山 形 大(理)
前 沢 潔 〃
34昭 和 基 地 ・ア イ ス ラ ン ドva　teけ るELF・VLF放
射 の 共 役 性:
皿　　ELFヒ ス 及 び コ ー ラ ス 強 度 の 共 役 性
佐 藤 正 彦 山 形 大(理)
前 沢 潔 〃
佐 藤 夏 雄 極 地 研
福 西 浩 〃
35　 AKR発 生 高 度 の 南 北 共 役 性
森 岡 昭 東 北 大(理)
大 家 寛 〃
36　 EXOS-B/Siple実 験 に お け る 衛 星,南 北 共 役 点
と の 対 応
木 村 盤 根 京 大(工)
V.特 揚り講 演(12:50～13:50)
座 長 平 沢 威 男 極地研
前 田 憲 一










W。 オ ー ロ ラ現 象(13:50～14:50)
座 長 鮎 川 勝 極 地 研
37　 DaysideAurora　 の 様 相
金 田 栄 祐 東 大(理)
平 尾 邦 雄 宇 宙 研
38同 時 刻 に 観 測 さ れ たDayside　 Aurora　 とNightside
Aurora　 と の 関 連
巻 田 和 男 拓 殖 大
39　 PulsatingAurora　 の 輝 度 変 動 特 性
山 本 達 人 東 大(理)
小 口 高 〃
40　 PulsatingAurora　 に 伴 う磁 場 変 動 とAurora　 Drift
小 口 高 東 大(理)
　 　　 　 　　 　 　 　　 　 J。H.]ybek　 〃
珊.MAP前 期 観 測 計 画(1)(14:50～16:50)
座 長 江 尻 全 機 極 地 研
41JARE23,24MAP観 測 の 概 要(20分)
福 西 浩 極 地 研
42　 VHFド ッ プ ラ ー レ ー ダ 実 験 に つ い て(20分)
五 十 嵐 喜 良 電 波 研
小 川 忠 彦 〃(平 磯)
大 瀬 正 美 〃
倉 谷 康 和 〃
藤 井 良 一 極 地 研
平 沢 威 男 〃
⑧
43極 域 中層 大気探査用 レーザ レーダについ て(20分)





44赤 外分光観 測 につ いて(20分)
田中正之 東北大(理)
45オ ゾン層 気球観 測(20分)
小川刷 紙 東 大(理)
46　 MAP期 間中のTIROS,　 NOAA　 衛星 に よる観 測
(20分)
芳野 赴夫 電通 大
田中信 也 〃
W.　 MAP前 期観測計 画(皿)(16:50～18:05)
座 長 芳 野 赴 夫 電通大
47南 極成層 圏電離強度 の気球観測
森 田恭 弘 名大(空 電研)
藤井 良一 極地研
鎌 田哲夫 名大(空 電研)
高木増美 〃
48極 域 と赤 道 におけ る気球電場 の同時観測計画
小川俊雄 京 大(理)
福西 浩 極 地研












51成 層 圏 エ ア ロ ゾ ル,オ ゾ ン濃 度 変 化
一 中 ・低緯度 と高緯度地 方 の観測 値の比較
岩坂 泰信 名大(水 圏研)
林 田佐智子 〃
～ ～ ～ ～ 懇 親 会 ～ ～ ～ ～ ～ ～
(18.10～2000)
⑩
1月27日(水 曜 日) 9:30～17:00
眠.電 離 圏擾乱 (9:30～11:15)
座 長 松 浦 延 夫 電波研(平 磯)
52衛 星観測 に よる極 域現象 につい て
一 電子密度 分布,　Es反 射 エ コー

















531SIS-2号 で 観 測 さ れ た 極 域 電 離 層 の イ オ ン 密 度
ト ラ フ
佐 川 永 一 電 波 研
J.　H.　Hof　 fman　 U.　 of　 Texas
W.　 H.　Dodson　 〃
54極 域 ト ラ フ に お け る プ ラズ マ パ ラ メ ー タ ー の 測 定
(「 極 光 の 結 果 」)












55極 域擾乱 と赤道 域F層 擾乱(1)
高橋忠利 東北大(理)
渡部重十 〃
大 家 寛 〃
56極 域擾 乱 と赤道域F層 擾乱(皿)
渡 部重十 東北大(理)
大 家 寛 〃
高橋忠利 〃
57昭 和基地 におけ るサブス トーム時VLF位 相異 常
菊池 崇 電波研
大谷 晃 電波研(犬 吠)
野 崎憲朗 〃
58HFド ップ ラー法 に よる重 力波波 長測定





X.　 MAP後 期観 測計画(1)(11:15～11:55)
座 長 大 家 寛 東北大(理)
59　 EXOS-C衛 星 の現 況 と観 測計画(20分)
伊藤 富造 宇 宙研
大 家 寛 東北大(理)





]XI.　MAP後 期 観 測 計 画(ll)(12:45～14:45)
-　 MAP後 期 に お・い て 観 測 す べ き物 理 現 象 と問 題 点


























飛 翔体 を 用 い た ア ク テ ィ ブ実 験(20分)
京 大(超 高 層)
(14:45～16:15)
弥 神 戸 大(工)


















極 域にお け るイオ ン ドリフ ト速度 の観 測意義
南 祭 行 大 阪市 大(工)
堤 四郎 〃
竹屋芳夫 〃
電子計 算機 に よる ロクツ ト搭載RPAの デ ータ解析法の
研 究
南 祭行 大 阪市大(工)
堤 四郎 〃
竹屋芳夫 〃
極 域 プ ラズマ波動 の計 算機 シ ミュ レー ション
松 本 紘 京大(超 高層)
北極圏 内研究観測 体制 に対す る将来構想
鎌 田哲 夫 名大(空 電研)
⑭
xm.　 パ ネ ル デ イ ス カ ツ シ ヨ ン(16115～16:50)
-　 MAP後 期 以 降 に お け る 極 域 超 高 層 観 測 の 課 題 に
つ い て 一
座 長 木 村 盤 根 京 大(工)
パ ネ リス ト　　 :　 MAP後 期 計 画(1),(皿)の 座 長 及 び
講 演 者
XIV.　総 括(16:50～17:00)
木 村 盤 根 京 大(工)
⑮
第5回 極域における電離圏磁気圏総合観 測 シンポジウム
講 演 予 稿 集
昭 和57年1月25日 ～1月27日
会 場 国 立 極 地 研 究 所 講 堂
主 催 国 立 極 地 研 究 所
1鮪 田 和 穿(中締 工撒欠落)
赤祖父 俊r(フ ラ久力大尊)
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     Field-Aligned Currents in High Latitudes 
          Radar Observations of Ion Drifts 
         F. Yasuhara Y. Kamide 
       (A171",tAtt) t ) 
     A simple scheme is employed to de-
duce the global distributions of field-
aligned currents by using electric field 
measurements by an incoherent scatter ra-
dar at Millstone Hill. The combination 
of the electric field data and a realis-
tic model of the ionospheric conductivity 
gives horizontal currents in the iono-
sphere. The divergence of the ionospheric 
currents then yields the distribution of 
the field-aligned currents. This method 
is applied to two quiet days in May and 
July of 1978. The results obtained re-
produce not only large-scale patterns of 
the field-aligned current which are con-
sistent with TRIAD satellite observations, 
but also feature small-scale patterns. 
The peak location of the global field-
aligned current intensity and the spatial 
relation of the upward and downward cur-
rents near midnight appear to vary from 
day to day even for magnetically quiet 
days.
Estimated From Millstone Hill
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(;t`極 地 ノ研,**電 気 蓮L偉 大一考1)
極 域 の地 上 で表見i劉さルし5.ゾL戸,EL戸 エ ミッション 乙 して 、・昼イ則 のコーラ ス・ELFヒ ス・
夜 側 の オー・ ラ ヒス が萄 デら・tV　b　b・'.　SnklS　・a　e　ga〈.ゐ 弱 … いうイ頃向S示y・(Fがa、1の
一方 、そ臭名 はノるに頻 発 し,夏 、t;全く受 イもさyt6〈 な3(Fi3.Z)と いうイ頃向 を弄 し、両 者 の秀二
融 化taaい に逆 の糊 鎚 示 す・
地 上酬 は.電 離 層 ・・づ フ・,レター 唖 翻 和 魂 艇 弓 対 ・・3勧'・saSiitbの 季 節 変
イtti,発 生源 の ・ミツ　r/a　ン弓簸 秀`確 化 に 輔 瞬 鎚 樹 蜂 告樺 イげ 重畳 しt・{めtS
え ら煽.両 虎 輪 離 躬 ため の一一・>f.zし て.昭 和 基 地 でeイ6t"vr:エS工 舗 彊 のVLF
エミッ ショ ン強 度 デ ータ 及ゲ,昭 和 墓 地 地 上 観 シ則VLFエ ミッショ/強 度デ ニタ を用 い ・衛
星高 度(菊t400km)&v"tQ,Lで(リエミプ ショ ン強 度
魏 陣 化 鉾 め た.現 在 まで の中間 処 理 結 集 として.
(1)ELFヒ ス は衛 星高ノ虻では.SE.5'、弱 い(cets老 バξLらh・
5バ 地 上 でgee・12"LるSgP¢ イtk顕.3gz"tls・ ・.
④ オ ー・ラ ヒス・繍 星融 で は.真 冬 をip　'tr　tし て
強 い{臓 がla.・1・・)e・".夏 弱 く な8(Fig.3a,36)・
tい う緑 が駆 杯.εps .　t世上 で綱 軌 湾 鞭
化 ・4/4・ ・k鴫 度 の季 節 変化tk・1し 、 電 離 層 鎚 納























































Gaussiavしbe∂m波 痕 によるVLF　 -Di:の ・精 度 に つ い て
長 野 勇で 病保 正 較 吉沢 重雄 ㌔木村 響 板懸ム岸 久雄 酬
(キ;金沢大工 、料;京 大 工 、鼎汽極 断)
VLF電 波 の地場 測 から、寝 の電鶴 か らのthNロ雄 材 詩 段 ヒしてDi・ecti・a
Findeピ 以 下DFL略 す)が 種 潮 路 さ九 て い る。一地 点 の電界 磁 界 から仰 角 ・hdi角
'乞う則定するカラ去NLし てNPE去(　 Tsurud(x　e七al
っ'97ぢ)、 丁'-PF法(LeCtvi寸 †Ctal.,/q79)
ヵミある。こ九らはしず れも づ 向 から至保 す
る平面波 の受信 揃 提 ヒしてお り、大地 一電
離 層闇m97重 反射 渡 波源 の右側 生1噛 して
は、　systenl(辻ic意 誤 差屋免れえな い。HT.
Str〔λn⊆}evvαys　ら(/980a、b)は フ〈地 一電離
層闇 の腫 反射波 によるE)Fの 到来方位 角に
関する誤 差 にっいて検討 して いる 。しか し・
極 地ち のコーラス 、仁ZやSiple信 」号の句点、
観 蜥 つ カ・ら明 らか な様 に地上の空聞強 度
は鋭 、減 衰 セ示 し、下部 電離層 に)＼射 する波
源 は有限毎大きさであ る事 が予想 される 。
本講 演 では 寝 源 の有 限 性 、大 地 磁rに よ
る効 果 威 焦 したfU目 　wave計 算 によ り 、大
地 」二で の電磁 界s・kめ 、こ如 怠 り ・NPE
法 、　T-PF法 の両{⊃Fに っい て 、 その仰 角 の
精 度 に つ いて検 討 した ので椥 報 告 龍 。
下 部 電離 層1ま 高 度50　 kmSff・ 下端 ヒし、
高度i!o　 kvnに 広 が りσ の二次 元er(]tL,(Ssian
ヒ)eαmラ皮S仮 定 す る 。電離 層 最 下端 で の強 度
のピ ーク点 乞そ の漫 のexi七potaCヒ 考 え た
(図 ユ)。 図 二Zlま7云ナブミリ()'が 一ヲ9乏長(企:6.ユkrn)
の波 が 入射 した場 合 に つ い てNPE　 、　-r--DF
の両DFの 原理 に基 づt、 ての仰 角 及状'本来 示
す べき幾 何 学的 伝仰 角 、 そ して参 考 のた め に、
偏 波 の分布 を示 したtの であ る。図3で'1ま 、
1則定 点、によ るモ⊃Fの 吉良差 を示、したoこ 注しら1こ
よ3ヒ テ皮練 が 伽 ㎝issbn　 c。ne内 に一様 に分
布 して いる場合 に は 、　NPEI表 店ヨ受ヲ}東直下 力＼
ら士▽Okm以1内 で は 一ら 以゜、下 の精 度 ぞ・(以it　P)ir亡じ
ち示 し て いる。ま た 、　DFtlX力 嫉 際 の－i向
よ り小 さ い 角度 友示 す傾 向 のあ る事事が分 フた。
講 演 にお いて ぱ 、二皮源 の広 が りによ る精
度 の依 存粧 、9S重 反射 そ してmulU-SOC/rca¢ 場
合 にっ いて 毛検 討 す る。
[参考繍]・)LeαVitt,M.κ.qqv8);エ(廓.kO。 璽 ・2・
～1+vangeways,H・」 (1(}80a);JA㎞OB.]計.陣・,磐t3)同el'ai　.　tlllllbb);





























































図3:測 定点 によils　DFの 誤 差
1蒼生さ十てた ユーラ八茶＼、7ドづスラモ・→ごで石髪
か報 ド諸 フてダ㌧クト伝 搬 〔だ。ヌ1よノンが
クトe-F'tゼ'こンしN/Eり へ づ言被 し!ミヒす3
磁 気圏 ユ ラース'モ〒斗/し'ゼ主軸 ゼお ・ヒ
バ 吻 ＼靖 ・ 幅 し初 旬{岬 纏 蔭真5
馬寵 雇・へ脚ナて巖 頭収 →し3、コーラス4
彫 喪鞠 蘇 燐 麟 兀 し与 ・、。
舳 は、挺 磁 気 稜 鱗 度6e° ・滴 言'
巖 頭りされ3コ ラ ス国 表 散 り緯 度変〃じ
王解 析 した 。 図 は 極 威 ドあ＼}て遠見
・場艘 棘 、断 りぴ ラス舵 織 女ク緯 度
妻ろtンφ 一4μ1マ"蕩 ゐ。 工～SE　tS「ざL≧千
φ外部 万裟気圏 ゼ、Lク 増 大 と共xu－
ラ補 液 蜘 城 ケ バ 観 釧 誠 い戌
図 ぞば 中≦露 塵一ン・3高 緯 度ryl・}プーて
り南 向 φユーラス と同 棲 〔ミ扉 り鴛 度更
11
杣 嫁 ド訪㍉ うユラ ヌが痔帷
男巖 最要、キ精 義騰 、磯辺旗日召、村⊥孝り九 曜 丸研)
款回1さユラス嗣ラ皮毛94牢擁屡ヌζ メしべ覧5也rよu。
羅 度個 ・燐 観 じ焔 榊t右 文コ一号㌘ 齢 戯 と、じス補 綴
瞬 裸 沮 中 コラ ヌ臓 齢 緯 度9ヒ1㌻ 眈 較 的 ド明 瞭 ド緯 度鰍 ミ
相 跡 職 樋 沽 価 く引和霞叛ど 劔 て髄 韓 。















VLF・?一 サー醐 麟 とナ ーDラ アー7のdi置 関係
egii)　一え1ノ 鈴木 光義ヲ 福 西 孝Y)芳 野 赴夫x)
灼聖 旨通・信大営ノ 矧国〔正極地研 究所
はじめに ・ 一 一と 一ロ ラ ー との蘇
によりヂ『L語言与三言三農9繋 留),の発露得騨 谷;露孟巖繕 読
sh。よ 桝 ナ 式 コ=_-nlLENL－ ム と(r>WtL・ ・'　xZa-Ei)姻z廓す ・x)_サ ー19zoz・ ・LS
糟 虚 ・、二 とが 示 さtK(M。zer、dαI」 脚 に 翻 さuazお1)、;a位 置齢 顯 側 鰯
k囎禮 騙 燕 懲 警琴1孟{:齋勲 響 繍 難読
回は南極田和基地ぐ受信さ倣zパ、るL5巧 の 置之特 有く乏の高網度側 ヌぽ低緯度側で圏割
ニデL9蓑 毛とに、)一サーの発生領土或左調 べ之 さ帆E・
a甘三の之、乏の結果差報 告する。
ま ヒめ
紀 計解前 と.庁一ススタデ/と いうZフ
置去のee#)に よ りゲロー)N"1しねソーサ の方式 之'ソーサーの発、生領 域 迄調 べ之ヨ村三が
一の離 領域 財 一口 ラ帯 よ 腫 物 麟 度as)叩 イU二 胆 よ りは伽 のト スにっ'、
譲 麟9蠕 ㌫ ラ翻 」需響 霊 至難 総巖
さ引こ㎏賄 ・とき(≦ バ は 力・誘 え言ビ)一 サー醗 縣 因は立 は、)一致 した 。
礪 幅 纐(>8・ ・、。v.)z"esく 弛 しz・ ・ 二帷 之'書軸 之 、・るようにナ ーロフア ーo





圏15-3。 ・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ISIS-2　 WINTER
園 ・・ 一 ・
図一1・)一 サ ー の 発 生 頻.度合 ・布 団Zり 一サー と ナーnラ ァーク の・位 置 南 礁
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VLFソ ーサ ーノ　 LHR遺.屋 卿,　E≡lc渡 り スへ。ク トル構 造
鈴 木 光義1酬 一ム1福 西 窺 芳野 超 夫り
(り;電 気透1信た学.Q;国 立極tmJeflnj所)
!976年 ∠ト用方、ら後 信が鳥目始ぐ才(た南
極 昭和基 地 ぞの電離 層観 測衛 星IS　 IS-1,
2の デ㌧ 夕の中には数 発くのVLF・ ノーサ ー
が観測 繍 、 その霜生領 域 に関 して1詞 でに
芳野他(n割 振 より詳 い 溜 析 が 儲 れ
て 、、3。VLFソ ー サ ー1ま.　 E|ecf　 r・statie
WhZstlehモ ー ド のXとag　 jLらkてtlgが.
ω 一長 ダ ィ7ゲ ラ ム の 上 ず:の 波 に つ な が る
LHRj皮(L・nteh　 HybhiよReS。nqnce　Wave)
とE工C波(Elec丈tostαtic　 Ion　 C/cloth。on
Waye)と 思 わ れ る 波 動 が1S　 IS　 -Lユ 衛 星r"
観 」則f右 左 。
今 回;ま ノ 二 才t;の ラ皮 の チ ーtス へPク ト 」レ
構 造 ヵ・三.こ 永5の 波 がLHR波 やEエc喪
とラ考 ん5れ る理 由 ちu月;か に す る 。
乙」HR波 と 恩 多フれ3ラ 皮 ぱ ノ 図 工 の よ う に
非 常 に 狭 ・日"ン ド幅kt。 マ1-vユkHz付 近
に 出 現 寸5。 そ の ズ へ。ク ト 」レ の 微 細 構 造 少 特
徴 は.あ5周 波 数 老 境1・ 上 下 対 称 の 形 を 示 す
こ と で あ リ ノS3-3衛 星 丁"th唄iK煮 た フィ
ン ガ㌧ プ リ ン ト構 造 の エ ミ ッ シ ョ ン と1司 一 ヒ
濯)オフk葛 。 ご の 構 造 は.　 LHRJIII.か1・,スC° ソ
毛 シ"ユ レ ー ラ/?ン をキ手 っ た ド ッ フ9ラ ー シ フ ト
も 受 け マ纐1さ 兼 左 結 粟 生 い 左 と 考L5れ る。
E工C波 と 思 あ れS　 jEltlは.図2の よ う に
フ゜ ロ ト ン シ"Mイ ロ 周 到蔓教 の ほ ぼ 喜1調 三豊 の と:
3で 羅 生 し7・ る 。 こ の現 象 と 類 似 しt現 象
にVLFソ ー サ ーq吸 収 帯 構 造 が あ る 。 こ カ
は.図3に 示 さ 未3よ う に プ ロ ト ン の ジ ャ イ
ロ 周 波 数 り整 数 倍 ・)と こ3ず 」痩 の 勇{度 が 減 少
し1、,3現 象f'as3.図2,s3を 比A・'一・　eSL
3と ノ 図2の 正見 象ldぱ ッ ク グ ラ ウ ン ド ヒ 対 す
る エ ミ 。 ン,ン の強 度 地 力V非 嵐 。 夫 を く,吸
牧 と 考 え5よ り 毛 ジ'ヤ イo周 波 数 ら高 調 波 一ビ
エ ミ ッ シaン が"出 マ い る と二者 乏.る ・jSヵV自然 と
愚 あ れ る。




　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MLT:0.71hours
ムし　コニ　　　くラ　　
図1.　 LHR波 と思 わ 才(る三段
lNV⊥AT.・68.2'UT.t543,40(sec)
　 　 　 MLT:19.31hoursFH:218Hz
ALT.:3491km
図2.　 EIC波 ヒ思 わkるJN
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エSIS－ 工江 耀 ぱ る ○噸 －A∫肋 観 測
松 髄 醐 栄、木対 聾扉 峙 久が 潔
斎 京 大 ・エ,多 多 国 立 ネ立地 ヌ汗免 昨
1(it76圭FI:Pζ 孝b〕茎地1:/N工 傍ナ星 テしx-(2)(1)のう50the∂q-/ISE≡7グ 親 魂リ
仁 安鰭 置 オ噸 舩 蛇 い9い,取 得 しn－ で 岨 、ほ のは エ81S-T・"Z"4概,エ ∫1班
tデLglsVLF尽 ぴ'サ ウン9°L'芝!合tる と,一 ご'(≡)pq∬z♪'石)っT=o
ずで1・1…PanbjXk'2r・ ・(3)ASE鯉1駒Kpイ ンデ ・クZ'9
:の 大 量qラ'Lタ の 中 り・ラ地 上 のVL下 局 俸 は 小1〈 るi{気的 ド 葺村 急9号 ・}方グ勿t)。
9t:よ ・て ド|プLさ 輔AS臼A・ 錦 町(4)o宵り いA∫Eカ"剛n・ar・ ¢ls
S℃ 極u‖ αtマ4　 F'tn;ssiovL)ヒ 呼la"ψ は デLタ1(k79斗 かS日80・ 手 に)・"アての 漏半i4し'
拝 め ㍍ 今[E)は 才xか 儲1こ よ るASE碩1喋 沖 し・i.i)5.
の主考!持 柱 を 中1Cド 親 書 す3。(㌻)エ519で 醐1て[似 モ0・ ・teD`LA∫E
t也tqVLFノ あ{書 号 に よ さASEほ 工SI∫　 の スペ ク トラ4の 特 待ZIJ厘}〒 ・の女D〈1{まL
以 外 の衛 星 で も 観 測 醐 報;T・ta'(・)31"1ん どV"'　rl∫ ・r　tグP・ て'ts3・
悌k>支 う仁FoRMATで を射 で"て1)3才xグ(6)A父(杁(λのCon　J'vgq†R　 P。i・ve　・'ヨ1∫1班
信 号 ヒ よるASEは 衛 星魏 測 とレて{訂 ∫1∫ の 高 山4・otCva-C"lg←5"6,S,SO、6E
h"・Rlt.D-csNl2)る.今 回,辮 ケ1・{}・Frラ!9・a)で あリ,　 wh;・vler… 　 de　 Z'伝 搬 して
1976年!「 日 か91980年2月 まで'の手つ　 Ili仁 方xガ 信 呈 ほASEの 看 遍 に2}'b'わ 珂"
.の 噸 の北 側 で 観 測 ひ 鯛1、 ・∠ト昇{旬 のVLIFテLタ でh:[,][/今t[て600
3包 のP久cs1ヒkmべ'7≡ 。 な1ヒ,工Sl∫ 一工 で
受1希 で 唱 さOv"eg　 a信 号 ぽIVorwgメ の
ノB、ISE)か5の 住考A又c杁(K星(6も、42～
で 輔 車 オ・'判明 し嵐 ↓灯,王 鵯 題 で に
始 り、7荘 暮t雪 手り冴3と,
(1)ASE芝 ヒも 存)7≡ もの を!含タ)一て
wk;～kler　 pmodeで 仮 挿度レ1Sl∫ で毒見
那 纐o甑 ・e　・N　SigほTSI∫ 一工で'。
P(λs～・,工S、S-][[一 ビ32P(λS5て'11ジ)っ たo
工SIS－ 工　 ReV　 40S4～2L　 n80、oLD午
書両 毛手 不乾零 の τ也 で 日表 .工s15のthPll.,)tc
鶯;㌶1霊lh㍗贔竺甕駕譲芸





K　Y〆　OKKOI二,1[る 極 域7° ラ で マラ農協vo修 身ラ創
中村 良治 野符碓 三 岡 官制 輿 ノト1L、考一聯 伊穐 駕立 坪尻押碓(学 宙祈)
離 徽 的 フ「一 口ラb:発 生シしZいS瞬1(二 遊V閥1ニ フいて述 へ'3。Eラ μノぐ 後.イ言てΣuへ「三竣働
ノ多型 の降 下租 を が惨鼻遡・ド れ,ガっAk尺4強 攻 の例 も弟 工1急r柔 す・衛 星 熔21こゆCVT)か5勾:
じ並 ゾ・麹 の檀}・ °一フ エキ1・ギ ー 腐'賎 的 ろ。・栩 ・1貿 極 滅 ソ 彦卿Ok例 ・・S37・ ・k耽 飛 翔
・こ動 箱 閥 力ご励 の は 良 くtU　S　da　z、、5・ こ … 、ろ.砿 鞭 禰(1・NLT)iS21・lqD・52・39
・ビは オー コ詞 動 線 纐 功 ・て飛 和 して・日 ・餌 ・ 峰 釧 柊 鰯 ・精 し・畔 ⊥一テ緒
ろ"KY。 脈 ぴ 冷 旙 箭 上甑 た フVbz'一マ液 協働 　Ys'　引 乱 セ 瞬刻 に潰勧 ん後信 鉢 乙tl　Z,　。波
測 装置 しε 鋤 ♪1)によ ・て,種 域 ぐ妾傲 蝋 軸4考 微 ・・Z1凋5購 鞄 釦 独 軸 力S1暎
仁波蘭勾め う高 周 波芹(轍 略3酬 乏)の 竣 勧 寺て'鋤faで,瞬 にほ2Hl1モ穿で延 び てい5・ 乙)
纂㌶驚喜三篇{;禮篇羅豊ろ」濃》霧隠ご慕醐騒鷲1㌃;㌶
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 Observational Evidences of Z-Mode Wavesa  the  Origin of Auroral Kilometric Radiations
Based on AKR Data Detected bJIKIKEN EXOS-B) Satellite
             Hiroshi 
Geophysical Institute,
Oya and Akira Morioka 
Tohoku University, Sendai
    JIKIKEN satellite with initial perigee and 
apogee of 250 km and 30,050 km, respectively, with 
an inclination  -31° passed through critical 
regions at least five times during a period from 
Jan. 31, 1979, to June 21, 1980, where the AKR 
spectra carved out by the in situ plasma condition. 
In all these chances the strong and standard AKR 
spectra are disclosed to show the clear cutoff 
phenomena at local z-cutoff frequency and there 
are continuation to the  L-0 mode wave frequency 
range rather than to be cut at the local R-X mode 
cutoff frequency; i.e., the AKR phenomena consist 
of the spectra that continuously cover from Z-mode 
to L-0 mode waves near the source. The most 
possible mechanism to comprize this spectra 
characteristics is consistent with the mode con-
version theory. The strong plasma waves generated 
in the form of the hybrid mode waves with the 
energetic beam in the source is converted to the 
Z-mode wave which propagates towards dense plasma 
region where the wave frequency coincides with the 
local plasma frequency converting the wave energy 






This conversion mechanism gives also interpre-
tation on previously presented evidences relating 
to the cutoff phenomena of AKR near the local 
electron cyclotron frequency, in terms of the 
refraction of the  Z-mode waves. The LH or  RH 
polarization has no unique correspondency to the 
generated mode of the waves when the wave passes 
through the complexed states of the magnetized 
plasma associated with cavity where the plasma 
is almost empty; due to this evidence, the inter-
pretation of the generation mechanism of AKR in 
erms of the conversion process raises also no 
c nfliction with the previous polarization 
observation carried out by Voyager spacecrafts. 
The quick expansion of the AKR spectra towards 
lower frequency side which suggests higher side 
expansion of AKR source region to about 2 Re is 
closely associated with temporal depression of 
t  plasmapause density. One possible cause of 
this coincidence is the quick movement of the 
 plasmapause associated with expansion of the AKR 
source relating to the plasma floods from the 
magnetosphere. 
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Figure 1.  Dynamic spectra of auroral  kilometric radio waves observed on March 11, 1980. An over all 
  view of the observed spectra is displayed in the top panel for a period from 10:50 UT to 11:15 UT 
  in a frequency range from 100 kHz to 550 kHz. The lower side portion of the spectra is expanded 
  in the bottom panel for a frequency range from 75  kHz to 220 kHz. A banded shape of the spectrum 
  that covers  from 182 kHz to 200 kHz at 10:50 UT and continuously decreases covering 112 kHz to 
  120 kHz at 11:15 UT is in-situ plasma waves existing around the satellite. The upper edge of this 
  banded emission is the upper hybrid frequency and the lower edge of  this banded emission coincides 
  with the local plasma frequency. It is notable that the lower side expansion of the AKR spectra 
  takes place extending to the frequency lower than the local plasma frequency.  Faiding out of the 
  spectra around the banded shape emission is mainly due to the impedance effects of the antenna in 
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回 帰 性P・3とHELエ ・D・TAGNETエC　EXCURSエ ・N
煮 癖 尚 生 ・
P。3型 磁 翔 縛 ヵ1ゴ1962-63年K極め マ 強
vl27日 回 帰 庄 を 示 し 、 か っ 太 陽 風 速 復 が 他 の
姻 司な 引 鶴 続1舌 動 指 数 よ ソ もP。31種 刀痩 ど
高 い 相 関 引 采 つOと がE出 さ れk　 (Sai七 。,
19⑭ 。 そMヵ'ら ほ ぼ 。・e・ ・larcy・1・
し 「く1974年 を 序》・＼ソヒ し マ、Pc3をtJじ め 、 地
磁 気 、 宇 宙 多鰯 象 ↓踊 び;?vi27日 周 期 准 行 、
し 、 太 陽 風 の蓮 彦 や 磁 場 繊 鋭 の 間 の1案 、1関
係(多1図)がll1出 ぐ れ た(S・it・,1980・
Swinson,　 Saito,　 e七al.,1981)。忽」し,Pc3
箸 の 回 潮 齢 、 太 陽 の1(pi61・a'る ・v・・。ti。na・
匂'襟 未喬|(芝 之区1す る η・|1禾P日 マ"あ っ τ(。
ン カheliomaqne七 〇sphereの 三 次 元 精 進 ピ
し マ　4-sector　 modelK拭'る2-hemisphere
m。d・1が 提 ・昌 さ れ 太 陽 磁 気 圏 中 、陛 面 し」、
・un・p・t　max.　 ph・ ・el〈 回 転 浸 転 が 行 σ わ 拗 る
とV、 う 説 が 提P昌 醐 尺(S・it・,・975)。 じ
の 五 彩 は 賞%求 磁 場 の 痘 夢Zに オ毛応 ず る 現 象 で あ
ろ が 、　 k-c・r・na　 d・七・ を 解 析 す る ヒ、q。 。-
magnetiC　 eXCUrSiOn)〈 萎湯づ以 しr〔 窺 象 も ξZ.tllくざ
ネ仕 広 安(東 北 大 一理)
れ マ 、 嘲 し9h。1i。m。qnetic　 excursi。 。　 と 命
名 さMn(S。it。,1979)。 即 ち 第2B図1ゴk-
coronaの 解 新 か らY9ら1奴 「(　heliocentric
dipoleのS極 緯 雇 の 酵 閉 変 化?.テ 、し 、lg73_
経 過74年 に2回 のexcursionが'重 要っ 「(じ と を 表}わ
し マ し、る 。 第2B亙 コ19　dipoldZSひ ご'スく陽 屠磁気 圏
中'|生 面 の 変 化 き1〒.すoX"、 うセの 角平着†ど 併 せ るt、
太 陽 磁 気 圏1ゴ 極 メ(耳目ド1必 ず"浸 乾 し、 極 小 期 直
前1〈1～と・・ず"excursion現 象 を セ し マ し1る こ.とニカ・こ'
明 ら 。・に 「a'。r(。
太 陽 磁 託 圏 がex。ur。i。nセ 起 すt,　 IM
の ・・r。nalh・1・ が 物 柔軌 道 面 の 秀K交 重K傾
く の ℃ そ し か らo㌘ 出 す高 速 太 陽 風 η・'P。3
を 支台め じ 匂'ろ ∫也磁 多し学 ノ菌 糸案多堅象 て∫ピ㌦(1寸 了の
27日 目 徹 鯵 を 起 す ど しり 烙 構 極 目 ら り・に ・∫
つ　f(o　 virtual　 heliomaqnetic　 pole(VHP)
の 糸孝滋 が'下itX"　5と 地 辣'1寸迩 ・マ・'観須llされ る 太 陽)
風 速 頑 が 早 く ・i3tい う 観 劇 多 受 を 子q第2
AB[乏 〕し9、 上 記modelの 正 し さ を5〈 裏1寸L7
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(安 メb大 学 τ蟹営 鳴戸)(ア ラスカ大学)
滋 細 柳 莫・・麩 イz駒3〃 ム厚差わ 櫛t-・ ・'・・i・Q-o
構 醐 劇3醐 広 獺 喉 ・鞠 起 皮質 ・)、巫 紘 ム 嚇h繊 吟 一一 ・に わ
誠"の 解櫛 が 輿 愛 ゴあ3・ 　 fiitZi5Q2AT之 同定 舳 臼Ww久 の∫繊 飢 も罹6物 乞砥
8・e"Pが 開発{乏 新 し い魚 砥 に基 ず く?略 勲 ・ 鱈腹 宏a飯 醐kは 数分 以内Z㌧ 教lZ、 、3・
(エ ゴ帆9-c6・・7a虹 伽喚呼 〃εTE`/?♪ は 」・型 軽 量
為 残 度td　 t・7ズ僅 か3.95の 人 糞 乃・ポ 固'こ 携 行l
z、 メL、f.乎)2ft卿 乙4礎 吏z-(≠ ユ 図2)、
lft・かz　 ・H・D・zの4扉 分 も 同 θ鰭 易翅7す3ご
ヒ・・勘 れ 乏 。 ヌ 、 薬 司開 室 のLい ・ 伺
9{鯛1」 芝/K〒・ 乏 北 極 圏 ・di・.・・Msで4厩 ・ や、
去 陽 風 領 域 のtaatW㌍P減 に 式'け5　 ZSε ε一3
の ム 友 診 含 め2、 妹 鈍 広 域 醐llか3碑3
th竣fξ 粟 の う5、 ≠ 構 演2・ ぱ1〈 履'1のz・ak
SwbsfSb帆 の 凝 室'精 機 及 よ が 昼 間4'1り7し3の 発
生 特'催 に つ ・z報z53.
生 ず 、低 緯 度 幡aの 発 笠 ヒ栖 域 のCttthGha
のPtt　 Z欄4いt・ ・z　 ・ftの禅 陣 ヵ・明 も6・
AURORAL　 BREAKUP　 POSiTION　 OBTAINED



















2)・ 低 繊 度'Ptよ の 初 動 の ぞ伽 〆 」 淑 力's　dt　ap
e-　au・ua　 b…　 2・pρ 弥 飢OP・,nErd飯 嘔 汐
立 中`。 に 分 布rZ・ 、3が 、 場 合 にJ－ フ ・Q20
尤 乏 し く づ 午R　 -6ecも 衝 乙q　7Vi7に 麗ttで こセz
th　4さe"enttsが 更 ・1改2ホ 乏(jbt卿 ノ。
)乏k 、 ア'c3つ 広 域'凝 生 特 性 り 解4tlの 務 累 、
1)・!胴 ・〃tea・n〆 硝 ウ ヲ ・ ・?・3の
一 声 αゐ がwet2K:tO"。kに ∂勧 な す3・
㌫箴1認㍍篇麗驚㌶㌶窒で
3微 衷z・ 微 網 構 造6一 喫re3鴫 倉 ユ(、 伺 一 間 波
数 のHM波ri"　 M「 隻^/00° 仁 亘 っ2侵7N{aヒ
免 ・h　Ck3楊 会 ゲ あ5こt　 tfi・一明5か1二i小'Cr・(
茅 ユ 図 下)。







矛1矛艮り皇 ・雇 叶 亨 ・(華寿尺 ・エ)・ 福Pt　 莞 ・平 次廠 男(種 陀 痢).
磁 姻,一 巻 生 ・眩旛 ・乏いる磁 気 皮動 が ど・
の繰1く 従 止t:伝 播 可 ろカ・?E!今t司 の主題 と
し 、磁 気 圏 は 主 ヒ し之 、静 止軌童衛 星 び副 え
されf(磁 気ラ夜働 子㌧ クを救 い　、iCLば 、
叶{一 ほ.両 南砂観 ラ‖1懐;・ぶひ"磁 気薯 耗 裳 で 今
冤 磁 気改鳶戸 ㌧一9t限 り.
a艀d、 董 ・・
静 止 衛 星 艶 色 で りfし4望 磁 気 波 動1ま そ の 廠
勧 乏 一 ド か らKfllし マ3惹 起 にAfl　if2　 `Kる.
こ4、Z、 をZ　 rg#t虞{・ りX8・(ISm>'`1表 ・ヤ く に
、極 め て 擁 微 的 な振 動 を 見 せ て い る.
・k9・ 一ヒー の 稀 ・・a上 鴎 楠9・ ハ ・。
・ て 現 在 阿 魔 廷遽 めz"ろ ・
〈磁 気圏 内z-a　 gc　il'　望 磁 気波動 り特性 〉
WAVE　 MODゼ COMPRESSIONAL TRANSVERSE TRANSVERSE
OSCILLATION
COMPONENT
radlal　 an(1　 tota1 azimutha1 radia1
SATELL工TE　 POSITION off　 equator near　 equato「
L.T.　 OCCURENCE evening momlng daytime


















禰 磁 、佐 藤 夏雄 、(極 地研 究所)
v.　 AI　 τ,・i"t・'kay・U・ 健 辮 アカデ ミ ー躍 棚 鯛 究所)
束砺 向 の 已F覆 輪 位 木目特 性 ε調 べ ろ
1、め 一979躬zH76磁 中・輌 か 東
30cK,mt:4江 置 ずゐス ラ ジll－ ジ㌧ア 〈塞}仏
,・・v.t・6,レ 反 ガ7つ ・クス ケ㌧ 屏 勧 計
上羅 ジ 磁 ・勘 ぬ の、脳 霧捌 調 練 τ・
・。彬 則 ・叩 齢 字ア 肩 ・ミ づ σ 蜘 磁 確
"ST。 、'..A-一 。イ ツ刃引 牡 。 。 姥 同所 免 和 地 磁 幼 魚繊 細 ・イ立直
礼 ぽ 統 山 側 、襯 剰語 メイ ン 行
ン和 吋 連側 。,珍本 隊 員 、こS・1行 の 枳 ・る
・の観 靴1』.連 。 ワc)9・;・F-1/a・Sfi
,・h.S　g　gdlて ・潮 乱,の エ ーの ㍍ ダ'
_レ ン で しノLF多 度動 の握影 則L実8近 し 仁 一表1
ノ〈・ts1{|ユ に1デ さJhろ よ う に、　fi召jUl/41,み
す 、i,磁 盆 酸 ワ ジ'i"'プ 、〉,f・ ・Ylerf・わ眈
ejta-int　 Lっ く うv・・1:灯 し 昭 年1ユ1マ ラ ジ ョ
ー ジ ィ や 汽 ヅ9㌧ レ ン ぽ ム ～ わ:ノ ㌫ 「・
レ 吻 側 諏1　 C/Vbu'evL'ク ・ ん 今 回 ・エニ
舳 。観 劇 点 チ1戸 早 棘 「・テ㌧ ク ～ 用 い ・
ρc3.5周 遅 歎 称'・bワ ー ス ∧・・7ト1倣.び
纐 甘め経 ・豆 絞 雇.依 存 、1・王 潮 べ 丁・.そ ・続 梁
以fの 二 と,・6Aqn・r「i・r二 ・
・L －饅 ・・/・)c・3}llillい・一戸 〃・〃・)と 戸・L,L
-5帯D弓 ・ 繍 ・)t・ ・k・ 綱 ・罐
第 四 しFバ ンド・・磁 砺
、/・ 。3、 、.Fa廃 息む 縁 ・森 子請 観
測 熱 願 縦 しz・ 、ろ・・＼t・ 周シ敏 面1£
イ乙・和9吼r砲 で嵌 た 、18・ 一/・τ
イ他 で綾、卜測 るコ τ・強 度・4揃 側 で微
く 夕方側 国初 パ 減 少 秒
3Pc.4_、 ≦一/ぐンド 巧周 シ庭数 日変イU/ρ じ
.3バ 小 磯 似 咋 肛 間 近 て・駆 ・・手
りタi5{則1・f司。Z栽 ケ45
ゲ 三期 ・掴 ユ ・イ ・跡 贔 ラ1・nZ1・'-hq`'
1奪'マ ララ)'ヨー ジ'7-〈A3、 《ネ ・ントフ ・一ク
で ・俳 串 は く似 ・ 別 吃 ・ 戌 醐 加 工
`1、Pし3八 ・ンF・ の 余至彦.宕 伺 〃、三夏:数.ほ/占 一
一 ユS 、P・.4--S,ぐ ン ト拗 涙 数iユ9-










図,1脇 ・珪地 舳,彫 鏑 ク9、ξ、観 測 網






図2、 み 可'1'",aZ!a、 マ ラ ジョ ー ジァマ 、キ
ッ7s－ レ ンで 砺 ・陽 刻 鉢 「・彪 徽
晦 押 し3とPc4/5。 例
25
26
ULF　 enlssion(Pし1)っ ス ペ ク ト1し横走童二の角宇釈
平 沢}威 男 ・小 野 高 孝 国立ジ極地ノ研究荊「
Pc1と 或 る種 の 侵 」,UL下 ラ皮動 の発 生機 圏]皮 数,周 ラ皮数 慶夏域 お よてべ強 度 をナ曽穴 まfと は
1構は,湯 気 圏 内 でのプ ロ ト ン ・サイ ク ロ トロ 》威 少さ せ5。 碕 にexmn～ion　 ;xそ れ 言で継
ン知 鳥現 象 で ある ヒ考 訪 れ る'。 靖 機構 続 していセ 現 象 をラ肖徹 せ る,
に対 して,そ の場 の磁 場 の強 震 の変 動 が 果 寸　 　 PA上 の結果す↓どに よ リノF嶋.1あ よてバ2K
役 割k‡ きわ め'て 大 きし、。 そ こて"SSC,夢 工+示 め され るULFラ}々1勤 の複雑 なス、へ9ク ト1レ構造
現 象(　MaQneto$phereのCempress7・ η),$T"eaを プ ロトン ・サ イ クtZトrzン 共鳴 で励 起tれ
象(eメpansipn)に 伴 うPe1,　 Pklユ周波数 ㎞n3e　 て い る とし、ラ前 提 で ビの:程度説 明し待 ちか を.
のUL畷 動 の諸1蝿 を,　Eitkz5地 で取 得 し友 考 察 す る。
ULFラ 皮動 デ 一 夕 ノお よZべ1(Q)`KiObtaノ(≡rwan2,
$anふ しanお よτv　Hono【"|しもの地 嵐 気変動 さ乙嫁




138*14—  3  4  Review
NP-liiitorAfefr
 Svowa.  0)  it  t  4444.1  ReyKlavik 
•X4gtir,j  70  Kwi.  , Husafoll iti4X4vim soot. 
 (-1.434-4-  1-- a t&f4tA 
•L. Z (14ttiit-k a) PA -C" S.)i 
 t  t•  flY  *ft 
  Fair w\ t 4 
 %(  ,.I2  LZ  <l). (MiLtEit t 
 111- 411 --C l nh Fk-t13 z"  I  t-4 < 
 (7)  ` j0  (Ala  (c-  7  -( k_ 
 0)  conjw.vate  Pair  t  L Z  0  — 
t  or) *ob  (7) et4 1(1 1.1.0-E4 and  ka.k4A1,“r1 
 /  96  0) ,  tJascitol  et  (  /if  e  3 )  tz  d  9  IX
 ,4,) 17  ,  E  t,  Z  Syowa- L  Rey  kiaviK 
•m lnetogrom z 
 TA' .e.40Ak NC*  (Pc  5 ) o')14.41.Lifc,t7),"-fr-
1;) 4'  fit%
     iriltnr.§1(/.77‘ —79) 011114 2 El 
 (Juili  21 —  !a,  /777 ; 20— 
        27,  /  9  72  )1::  I-7 
• VLF,  uLF  or,  Tx  cn/  A 0)  04411C 
yentIct- z  H.sa-fe  ti  z
 Phenomena  Conjugacy References
Magnetic Disturbances
Negative bay good correlation coefficient
0.6 - 0.9
Positive bay rather good correlation coefficient
- 0 .6
SC and SI very good
Visible Auroras
Quiet arc good
Breakup auroras rather good occasionally show the difference




HM-periodic emissions bad stronger in the winter hemisphere
HM chorus very good
HM emission burst good
 IPDP good
Unstructured pc 1-2 bad sharply depend on LT
Irregular  HM emissions
good
PC 3,4 very good
PC 5 very good
Pi 2






Burst of discrete emissions bad stronger in the summer hemisphere





極 エ奴'に あ1了う超 高層匂潔 泥象
め特 長的 蘭 象 ヒしマ フ「一 口 ラ癸衆
視 線イパあろ.こ の越 τ或1こあ1テs
鍵 磁 気愛勧 め稲 稲 ほ 可一。ラ出子見
と畏 い釘辰・を示 し・、 弱、いラ「-i・oフ
発光τ戒':面 向 き電1え を仮 定了3と
理 解 し酔 い 、 ギ紅 焔 繍 葭
鰍4H餅 ぐ令 ヒ9Aく 倉 に オーbラ 裟
光戒 ヒの良 い釘 応 が`認 められう・
工Ms計 画(〃 ∠・一/タクア)A－ τ裟
セ し礪 施 しイ禰 権 帥 彩 ゼを
Ψ19・ヒ事5廻 ヒ観 狗 デし タ 感
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∴;1㌍ ㌫;慧 ㌃ 輌 巖1㌫熱H1;議オ罵1鰯
は.・B・t・B.F・セ碗 か痛 鶴 へ ・急激 嚇 動 そめ課 ・・醐c舗 伽器 欝 ㌫ ㌫
ず3、 い わ ゆ うAＬr。r.し"・ 刷9ω 糾/壺 ノ7ti・uaノ・～ 磁 気 共役 勲1固 巨・・""… 舳6
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d・)フ〈1f斗 、ブ 〆t・ラ発話 戒 め移 動 ヒ国 賓良・・ 本講 演 丁・tsHノ　 　 　 　 　 　,tii、.ii♂
釘 応 を 示 し つ ・・ ろ 。 一 方Z飯'分 ほ 、　Mc}a　 ho　 Z2飯 椀 を用 い ・ 語蠕 由鵡
:1惣 と3惚㍑1漂 て:㌢f㌻あ7㌃ 恐 鶏1謹 図2嚇力疹綱 蜘覇 瘤雛
一オ_Dラ 発 尾τ叛・に 面 向3電 禮しが 弔しれ?い るう反だ と
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の‡筐定 か・可'倉と1"あ5こ セ玉 禾P簑 ラ「づ.
弥 々ば4迄 巣二曲らのモ鬼象論 倉9事1実競 輪 え、田酵o
墓地 近1也 し地4豪 気実役.ii{iマ・,編うセ彦えられ7、、る此
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比較 を誤 断 石 刻 登柱'・ つ・・フ不知 しマ諏 ・
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像llgys　 ;Y　 ・・よ・ マxA-2E,手 た 誠 伽
z=c位 置 忘画漏 す多二Y・↓ニギっマ}図3を 考暑た.
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昭 知ユ耳レ&ア イ 又 ラ ン ド に おIJ6乙 」L再 三震動.・)亥 役 ・1注
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lt、　Peハ ・昂 じ1-ft・iε 仰sζ・飢
謝 囎 は 醐 観 い逐夜揃 後でほ
同じ スハ・7ト1レ穣蓮{L2、フ て同時 に搬 、1∫











別 辞 恥 躍 ・て醐 。一・プエい醐 断 て日 蛆 、耀 ・一列 一 レ級 吏・・吼 瞬 に観Ptil:
ゐ しa彦知 でA.,・1一観 剥 ご鴎 ・:k・ ユニ嫡
の帆 動,・ 融 囎 ク・外 伝 播 ・㌘1・ 砺 て't
あ ろ 二しも経 鵠 … 謳 ・擬 足」う ぽ
l!.各 エ ミ。:ia/・ エ レρL頭1隻 煮、
で・た 巨、砿 拠 る 梱 り
・Z
、Hト へ　 chcreβt工P[>P
忽 賦 で向 纐 び又.・・ク トV橘 凱 ↓パ
i鏑 に歩 嘲 ろ
∵ 灘 ア熾 属 ㌔,撫 直
継 フ1・ 上昇 ず`伽 ・'…91・bD/)・ ・.ρ ・チ
q集 手 ヲthら で㌧きZい ろr';a4)`・ チiJl萄




有 刺 に醜 拘 ・総 ル嚇 ・闇 商 ・魏m
/b
与 ノモ ノ/乙 、・ンド
主1透 酬 に魏 躬 が、 夏斗砺 フ侭 ◎・s
1レ屑 綾 が眩 い!τ ・同ラ纐 が共役点イ峻
ア9b;tが し1・Sl・,磁ろ.従 。仁 の ・ン ◎
仁の紅 、,鳴 離 層。競 願 ・纏 心神 ◎◎◎◎01b◎ ◎20◎
,・燧 ・蔚 乾 反飢 て暗 し老 劫 ゆ 田
s.　 Pt　.L　 ivl・、　HZIq－ プ・川 レ狭磁 ・で同日そ{・幽 さ
k側 。P4'バ ㌧ 入 卜1・吃 て・・1-c・'・B〃sれ 「・Pで ⊥
ノ1随1。虹 見躬Rt　 2il.興 味 藍隈 細 注
詞 即 卸 　P・e"　op　,vd　n'艸'11・!・7・ifへiV"z…
お 規 レ賜 物(ほ 松 見 レ τ」・・NN.並1靖 ・・協 ノ・蜥
てほ 躍 如1・ 宏 見 レ フ"fへVi・1砿 蜆 し 伝 ・、
30
勲 ・←件 釦 ・綱 ス ゲ 勿 ソ て・規 那 九
ろ・・、 彫 磁 ・畷 ・力 場 合・・'カい.Clz2)
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タク8年8月2・ 廿9胆7日az回 に イつ45
た っマ行 われた 昭如 基、地 ・フ†ナヘノし雌 気共o
役 点ULF纈 」デ ータ 醐 ・・、 アc3-5周 δ.、5　
波数帯(之 一/o乙 枷 旛)に 現われる地磁e45
鰍 枷 共役拠 調 べた.そ の繰 以下パ 誓 ・
と。湖 ら燵 お た.蓋 一、5
1　 Pc型 脈動9・5
昭和 基 地 ・アAス ラ ン ドに あ け るULF波 動 の共 役 性
[[[Pc3-5周 波 数 箒 散動 の共 役」生
福 西}告(極 地石音究所)
桑 島 正孝(地 磁 気親 測角1)
/97ク4ク 月zgtヨ ー9月/9日 と/　k,　 AUGus;。㌃811977
　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 HU
図1の 例 で 明 らo・ な よ う に 之 一/　 o　omF-1z.
帯》に 之 っ の パ ル゜ セ ー シ ョン バ ン ド'が 観 測 さ れ
ろ.高 い 周 波 数 島 つ バ ン ドtt-一 一－mal:　2δ 一
/乙o司 イzの7)c3角 波数 帯 に現 われ70aに 図2
対 し 下 の方)ノ ぐン ドlalB-/乙 ・帆Hzの 周 波








　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 UT
フ ヴ ＼ノし、み 一ず13、 取論コで'の偏 三度の
主軸 め向 きの 日変イ乙め様 子
瓢 驕わ認識 贔嬬 妄腰 鑑鷲 搬
ミ ック ズ ペ ク ト)LPt/k$i.6共 役 点 で9nthてA外 側 か ら 与え りれ マい.る こ ヒ ξ示 唆 す,る.
よ く似 でいる.更 に共役 点 マ'の位 相 賜 係は 、-.P、2.
P・4/sバ ン ド 聞 しマla.胴 楓D翻 オ ー ロラ ひB・ ・d,k-・Pに 伴 ・醗 生 寸ろ
の閲4護 示 上 これ らの 波 ク・nt力線 のo、(・tア 、2脈 動 ぱ 共役 点 で 同 時 に観 測 油 ゐn
‡誕㌫ 噛 θs('"輌 マ顕 色鵠1纈1肖'ビ 颯 醐|顯 蝋




向 ㌘ ・ら東 向 き に ズィ ッチ9る.こ の結 集 は」 り励 起・繍 た …625
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昭 和 基地 一アイ ヌ、ラ ン ド共役 点 観 測 によ る
Pc工 波動 云播L特性 の角孕析
小 野 高 幸,平 沢 蔵 男
(国 立極 地1罰責所)
工.序 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L-　Ll・で示す)ヒ ろ鳩 在 してい る・
ig78年 に行 なわれ た昭和 基地 一子 イス.ラン 第一麦か らは次の基本 的な結 論が導 かれ る。
ド共役 点観測 の結 果ヰ・、Pcユ 帯UL1:波 動の り 共役 性 の良い現象が 現rortる 確 辛は 、
スペ り トノし一偏1麟 輔 乞基 に,　Pcl波 動 の共Per)od)c　 Emlssl。nが最 モ高 く(66"/o).舳 一脇 ん
側 生1こつし・て鰍 佗 行 な,た.良1波 動は磁(ssy・),エPDP(47・/・),D・t(33%)の 順1・兎
気圏 プラフぐマ中に励起 さ.れたイオ ンサ・イノフロ くな・て け)く・
トロン波であ る 乙考 えられ ているか',nの 絞 り 非 共側 生と示主 軸 乙Lて －Pe・威E応i・
・体色鰯 肘 るた めに1よ 励起 メh・-K'ム,磁 の場・合はA°r7ー スペ りtS　iし1・輪 行 のと偏
気 圏プラズマ内イ云播,4び 電離層効果 迄含め 波特性の違 い1こよる 毛の ヒがほぼ同 じ割合 で
てノ検討ゴ るiYソ要があ ろ。ここで は共そ星点奢見測 ある4)に 仁とぺ'イ也のEm;ss/onlこっい ては'片 手
の特長を生 か して えのyrd生領域 並び に磁 気圏 疎(このみ ノ閂 一スペ フkiし が出現 づる事1こよ ゐ
内伝播 の問題 こ焦点毛当てて研 究が進め られ 場合 鳩 い・
ろ こ乙になぞ)。 ～
r鰍 紡 法 昆1灘 力のスペ7相 しの示 哲 微1こ っPマ
lg78昇8月2D6よ り9月266ま で に行 なわ ・今回の解析 結果 は 、Pc⊥波動 の伝播経路 なら
れ た昭纏 雌 び にア収 ラ ンK'・フ。bフ 。 び1・発 生噸 鋤 継 て重・穀 役 舵 拷 っ誕
ノuこおけ る観 測結果 は ダイす ミ。 フポーラ 示 してし、る.P・ ・i・di・Em;・加 護 峡 側 繋
り七二 ン3ン スペ フト/レの形 に処理 され,Pc!精 ・て雁足測され る場)・合力、乃 日が.こ の 事は蓮
波動 のκ ワー スペ9k/し 並 び1・倫 皮特性 に関 に酵 斑 系舘 儲 系糠 油 緑 樹 甥 良 い
弱 共倒 擬 闘 べ・られ た.現 象1よ まず ・切 一 緒 を長 崎間満足Lた 時1・限 ・て 夜・威 酬 一
スN・7Aノ し切 特徴 か ら一)Pe・1・dl・,)i)N・バ 。舳 縄 銅 る擁 える靹 で 鵠 ・ また逆
－Perlodl乙,同 工PPP　、!昼び)v)D。tの4一 種類 にDotの 様 に其役 性 のヒヒ較的悪 いEmissiev)　1こ
に分類 され た。tら に偏 波特 性は,あ 旋 掻び ついて は.晃 生領 域 とイ云播経 路o川 ず蝸'あ
左旋 醐 鋼 弦 顧 厳 剖 肪 旋1翻 偏波 る山 繭 ち に非鞭'働 ・4ま 順 いる 纏 え
(R_anode)友 び'iリ/;旋不膏汗14編シ皮(L-"}.vt。de)`こ,られろ。 以、」二つオ系」こ『モ1ラ皮筆力の 南ゴヒ共そ2』生に
1[Lら1こ醐 、分 り強 度か1罰 し場 合 として り査 閲禍 解蜘 　 Pc⊥ の励起 並び1・伝播 のプQ
線偏 波(L;n!・mo5e)と 分類 され た.ま た現 セフく左解 明 する上で重 要な事 実を明 らかに し
象4)出 チ見のイ因数 は.)司一の・分菱負'こ属 属する事象{こ
っいて は持続 時間の長短 に夜 ら一ず1個 乙して
数 えるぢ法が1株られ た。
皿 鰍 斤系苦果
共役 点 における同時観 測 の期間 甲,計〃1イ固の
P。ユ現 象が観 測され てし巧 が,こ れ らの 共役
性 につし1て第一表`こ整理Lて 元 本 兵役 性(
ごoψ3α・9)&び 非共役 惟一(砺 一ご囎 解 しの 七
赤づ事象 は.各々5つ・創及び'52イ列ヒな・て いう。
非共そ気性.を示示す餓 に は ノkeワー スペ りトノし
自/V奉片・半球'(こしプ〕、正見わvl(なL}齢(2-×,L・-X、
及 びLln　-Xで 示す)t、 両ギMCに お1下るノ偏;皮
糊 勤 哩 な,て し巧 場合(R-Ll・.,R-L,,継
て いる。 第一表





L い午 9 3 |
R ノ? q 年 4
Lln o 5 父 {






L-X ζ 7 3 $
R-x / / ' 0
LirX o 6 3 3
L-Ln o / 3 3
R-Un 2 3 ○ /
L-R 3 1 o 0
Tb七α1 /1 日 {o 1ユ
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冒昌争フ基 τe・ ア イ ス ラ ンP・1{二 お・tlうELF「 　 ＼/LF方 丈身・1の 其 手更 †王
L.1三L　 Frヒ ス 及 ↓ぺ`コ ー ラzス へ・フF/し り 莫 チ定'卜主
佐 藤 夏雄 稲 西 二者
11昇藤 正.彦 ・前 沢 潔
【c2'77年7耳2乙 「 〔ヨ.r
リ9R{9日 妻7・・つ 期 間 南 極
日石孝口耳 エ也 ヒ({八 葉 ㍑ζ言 ア イ ズ
う ン1一幽㌧ろフ サー ヘ ルZ・'ELI;'一
や あ
VLF－ 工 三.ソ シ ョ ン の 伺 ρ脅倉皇
しノ
現1」2冥i目 し 仁,・ 砺 、気、テ ー7・ う
ワ イ ド 、ベ ン ド江 録 ℃ ノ ・仁t
ス ベ フ い し2#成 し.EL声
帯/03-3kHZ)に 出 現
1さ 各 種A工 ご ツ;ヨ ンhZ
ぺ7い レ構 造 を調 べr・.戸
斥碑 ・日 バ と り咀 恥 か と 広
し.
L,コ ー ラ λ
団1の 伊1.D∫ う にDl任 以5・(
'∫E.Ll;'tニ ス のhS分L、
DrsCrete　 E〃 、is5)乙 ・恥2
ノナ5く/分」二 「ノ/こダ3ノ ブ、㌧ 巨云]威!分 と
tig"fpa・ フ サ へ1・z-(i烏
v・周 ラ度 数 帯 ∫2・ 出 場 否 う.
ひ5乙 ヒー eて6・ 互 い、～∫fOh5り 芙
1更'柱IIエよ ら4ん 「5いv
2、(⊃F)エ 工 三 ツ シ ヨ ン
図2の 例4∫ う に 、 丙 羊 硅
マ'涯11θ考1二iaレ1Sうr,;ノ 乙へこフ
い ・構 造 礼 。 瞳 翻 ノ2ム
(種 」pve研究F咋)
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園1・ 昭 和 一7サ へiL共 役 、ξ、で 観 ジ剣 で似 て二:コ ーラ フ＼,Al列
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彫
図1.昭 和 一 フ ・t7へ1レ 実 役 薫1?・ 養見,」9ti、アJkτ ニ イ ー ロ ラ ・ コー
ラ 又 殉 列
共 役4・五ほヨ右常3
レ エ し㌔) 'の 夫 役 悟 了 、Tゴpe1(地 磁 気
脈 飢 よ 舳 閣 か1あ3毛 の)とTyp・.2　 (afk
勤)ヒ 相 関 か17よ い も り)り 両 方1二 み ら 」へ3.
但 し コ'ラ ス の 鳴 合t同 権{こ 、昭 牙口耳 処7,
1'・L　QP　 ・　tPtい 彫 轍 齢 わ1・ダ懐 く ㌧tS・:7サ
～ レ τ禄 高.・ 囹 披 裂 蕨 分 … 線(㌘ 頑 ゆ …
あ3、 、
才 －Dラ'コ ー ラ ス
午 前 剛zPこ 型rセ 磁 気 脈 動 セ2も に よ 現 下
]才 －Dラ ・ コ ー ラ ス 〔}、 図3の/タ ヨに 示:r
れ 冨 う ド 酔 躍 の フ サヘ ノ・2・・i・[1,E'ノ み
ら れ ゐ ザ 、 日蘇 ロ基 地?1・ の 残 虐 ほ・非 常1二 低 い。
打 ・ エ ミ ツ 三 ・)の 周 波 数 も フ ナ へ'レ τ σ
商 ・・周 波 数JZI仲 直 ・・ も.・(・f#U.Ob"irz
墓 ア也2・・IE[.1ドH-以ftrJっ?い3。
薩ワ2　 、　uOb・lpコー フ サー
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/977年7月2タdガ ラ7月/8SまTma磁 気 美ff・9'り 位 置
関 係 κ あ6ア づス ラ ン ドリ7サ へ ・レ とti9和 基地 、に お い マ
彦LF.　 VLFエ ミッ γ ヨ ン き ぼ し'めtす る同 醐 測 が 行 な
aっ止しlc.　 ここ マ"`90.3-2kHi著}eEL戸tニ ス,コ ー ラ ス め チミ
1更4壱,7-tめ賓t生類 ノ受.とタ表ノ夜づ 日変_イじ特 寸土`てっ いマ手足告 すb・
2.解 析 メ「法
エ ミッション リ絶 タf強ノ更t9川 ア ンテ ナ っ設5rs,直tKマ
')ブ レー ン・ ン し斥 ブ6ン 翻 一 る 力 法 ぴ ω 磁 気 アー
フ・同 時`て縁 部 紹 ・づ オ メ ガ 傷 繊 度 レベレ 鯛 ・る
方 勧2つ7'行 ・/・,そDre・fl,.オ メガ 侶 テ 醜 いlt
絶 対 強 度 が ぼ ぽ 決 定 マつ づ こし ガ ガ ガ,、た.こ クtマ 決上
しノこ暴包井 弦/吏 僚 τ磁 気 ア ー フ'フ イ ド パ ン ド言乙4衆」 ソ1脇'
し斥30勿 乎均 のべ フー 入ペ ク ト1レ乏し舗'正 す る こと`でよ ソ戸可
キ掬 ・棚 い 鷹 ム蹄 エ ミ・シ・ン ・ 航 り 日麦ltnl主 のSL
蚊 ε行,斥,
3.解 宥「 鰭 果
1)一 般{てEし 戸帝 じ ス 友a"コ ー ラ 入 ぼ06-/YMし 丁 に 出刃L
す 多ズブ、 そり7象皮 ぽ 夏}M(つ 方 が 冬 キ茄ミ」ソ老/o后 」種
ノ芝強 い.
2)ftキ 煉 りペ フ ー ス ペ フト レ ・繍 ・咽 液 秋(t3!・S・H・)t
で 伸 び"(い る のsz　rt　L.冬 ・キタ菜eパ フ'ス ペ フ トtレ で
ば/にHz付 近 て急 激`て パ フ ーが 滅,少 す る.r図1'2)
3)午 前 側 。チ・'θ91・tLTり3・o-7。 。Hz件 』Lκ 冬キノt(の昭
和 碁∫邑`て強 く出現 し 、夏 手械 のフサ へ,レ で ほt5eん ビ
]Bn.M・i5,)kl」い エ ミ・ンaン ガ あ る ・(図1.2)
昭和 基地 ・ア プ ス ラ ンド にお(ア るEL戸 －VLF放 射 つ共役 佐
工　 ELF七 ス 及 が コ ー ラ又強度 っ共 役.性
佐藤正彦1前 沢 潔1佐 藤夏.MfX福 西 浩桝
*山 形 大学理 学音戸*氷 国立極地研 宛所
はじめ{(
図2;図1t同 じ冒σ)2っ う
時 間 帯(ρ63・ 一 ρ7・。 ヒ!・・。一
!。30Uτ)に お け530分 子周 り
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鯛P召.天 象 宣」(東 チヒ大 ・瑳)
4、寿
棒 鋼 と麟 鋼 橋 禅 勘 細 ・逐域で形 叡　iv・し¥i9…6きxnsewtsハ κR磯 まち知
識 る ビームL活 動 租 研 用の綿 衆生歳で か 剴 納 物 τみ ミe　e'"th　S法E.1・ ・ζ
小るAκRte,　 この勉 多加涯瞬 ・楕 産 とダ イ い}.こ^ミ ヒ`6　AK　 RA項 ～主fa友,e,種 残
す ミ・'フス・b'・'h5"Sgldit・(・ ・る.碧 鶴 か 融 ・ム靹 訪 偏 師4ノ 吻ud
誉衛星「じ1ヴ ん.'こGっ て槻1　 PtるAKRs　 Carma}a多 舩 ¢2f寝 な関 屋めv'あ3こ し と猪笏
スへ9フ ト1レ留袖'a)a声.乞 δり蕎 き田1:弓3も
aL"み うて,T-Pラ 可泣与力P産 繭(の ダ'イウ ミ
・・7スF蘭 弔う情 報 が 楊 ら 帆 ζい ゐ.2f覇 峯
で'raAKRの 発 生ち 友 が 陶 元手縁 て'どの 歩)
コ ぜ る.
3・Iv弓 ボ
,、4KR4発 鴇 茜膚th向 干し非均 抽斗享'aAKR
u勾 棚 粍 い 棚 樹 可ε6s.・,　xt・;ppiltp,N　 ・as1>8?eb閲蜘 ・ゐ 多1-Pうcr)5加 昆
ハ任 哉 レ種 】残雪 雑慮 の閉 遥L惇 つ ・(iE.N'る.
z.粗 手加速rtth高 度
万－Pう 抄 写^加 亀城'百 種残 俺 縮層t}ア
3ato　 Km'v　 /2ク クok〃t　 l二あ}こ と 肩 こitN..吾 乙い4
衛 駈e3xii}fMラeltAkRス ペ クトラA。
び3夕vり φ・う請 じう れZ・ ・3バ この才童手力P
j匿1残の 喬彦 も泳あz・ ・多{Aガ'づ 巧 でみ3bN
'a左 くBβ う6、'=fD＼ 乙 い「J、、.)多1図1こ 承 了
㌦で ウ 転宿星 ・日AKRの ス・け トうq　ra
廊 廟 ん 獅 てME・u$・ じ ε5・ ・ 乙・・3㌧
・ 晒 秘 競 糊 巧 ア1・蝋 沁 》翻 ～力線
電 傷 め鴬声 ∂ブ♂♂♂4λうが りbY局 ぞケ旬 あ3・ ・
Il考 抑)=δ つて 奮識ししζい3!鷲 聞!21kn尋 得 と
漁 麩 関連 して ・3・ し赫 ・Z"3、
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木 村 磐 根(序 天 工)
エ.緒 言.
εXOS－ β/∫"t'/之 実験/ま 、ズ タ ン7才
ー ダ大.駄 弓 師 グ'レーフ・・協 同 繊 ・
[Zノ/979';ii'7/8'厚 の孝}tt)5汽ク1ヲ 及a"そ4k
k3老 く2早 め冬(/2～1#){こ 行 わ れ た かこ・,
f5'・ 大(　 Tg　g　gs　o,　わ であ ・1.・・わ ゆ 湖 ∫ξ 吋 ダ 汁 破 置ばL・3.3,,幻 .
ヤ 以 ん 糠 拗 衛 星、地 上 の同 時勧 留/・ フー ≠脚 綱 吋
て は、 対句 汀 ・〆 釦 ρ・ナ 私 、1い つ 諺 プ12""・1・'7プ ・ダ ク 陥 磯1/。5472ilで
果1・ ・あ たINK9で/,S、 そ のdv-7]・・K・,tCZk,は11.フ プ 力 搏 綴 磁/.わ μ ・4纐
衛 星q灯!ち のあ ムデ ー71=つ いて辛皮」巻L,グ{t・ ψ ・ ピξ之54～,Asξ,'ま ブ ラF中 で発
7F孜 び南北 共役極 暑kっ い てZi4Y・X・9.
2,タ7Fの ラ舞宮りt亥 多実少ま.
こ・実験 と通 じて、衛 星が ダラ ほ 通 江凱
極 ・・°一 マ ーthで'2に/∠ ・S-S-Uτ ・R・ ・う 、初oケ/旬
AsEが 妾 信 さ 右 た.言 手、笠岡rs≠ ヂた を 尾bt,
vdO・'?3il文9dPt－ 多し ず/.6捗 の 遷 延 θき陶 を わ
てNz　 /N"一!く',し/t"、 ・免 ・・ て ユo秒 た 雄テ髪
ノ3.3
捗 ノ(八 ゜一 一マ ー で'受 イ{』す 水 た.ホ ィ ス ラ 一 鶴 均
そ の タ云
、 ロ バ ー バ ・レノ パ ー マ ー ノ詞 ホ フ
ま(た も セ 豊 、あ4し 多.
だヒ思 わ れa例 は非偉1:少tK`・,す な め ダイ轟 現 象q1つ は、8・ β汝8に 新 星 ヒノ、㌧ マ
}(サ イ プ〃)llttzrili;・ …　 SX/・ 徐'・動 直Z祠 β物 恥 木 た 戸拠 減 ・axeg
続 して受イ齢 ね ・ て;タ縫 で射 芸鉢 鵬 上 で/」1;ほ・・3.3i鋼 期 舛 砿 ・8・∫ 一・8タ・
}IXナ く ヒb衛 星 まτ ば/ン ダラ あ旗澱1て0ア まで受修 す小.た.こ の向 ¢衛 星の位 置,よ
い うヒ思 われa・ た べ'(そ4伝 搬 鯵 の一部1ご4E気 緯度4/° 付 近 で 乙=3・/～94 ,ま た爵鍍
3,,r?eiu)ecklc2m.(;5∫t'pm∫
衛 星ヒ地上で 同時麗剃 さ本た他 吟」寧t≠あ」
_局
z^(多～3.多 多ア星
ダ7F…"1£,SLIひ ・ 鵬 珍 幅 さ.f・'J.2.ia"81・1・ ε ・v35° ε'・ わ た ・ て ・3b・"上 矢 棚 。
月/8e・43'」 τ"ち 髪理 幻|勾 倒 ・ グ フ}内 ピ 周 期 は;Wんt・'97て 、,lat・・.
冷 ∫ ε カぐ痒 ラ れ .何 度 杁 グ フ い 勾 エ コ ー を 繰
クa(た 後 露確 乎 ガ/ン グ フ 卉 伝 搬1て ・・う.
刻 ・衛 星 とVI・'一 ・〈'IVて 集 ・ サ イ プ,V・}5sp
のA59が'検 字 」4vr(fsUtl2倒 しム ぼ 、、.f
)n8肌B　 ・s　ti.敷 砂 輪 度 ・和 む
,,s・z.・1
つ ば8月1990」 ほy者 」上 面1ζ 近 い軌 道 のvb合
で あ ∂.
前 秀 ・ 刎 で'i・g2・UτN・30Ul・ ノ勾 サ イ プ
1レイ弩 畔'。'3 .9cSkR・ で あ ・ て,S;・145}・,'"
衛 星 でP〈6e",t〃 ・て ・1た が'ASεit79か ・ た
一 ち ロ ・ぐ 一・い レ で/朗 ∫ ε が'影 向 本 て い た
.
℃ ・3h〈'・9・30uTh・.うt6フ㍉・凋 鰭 び5・9
K'Hぎ1:上 ザ ら4Lた かぐ',そm麟1旬 か・う 耀ア星 で!う
5ε 〆 検 者 」 水 始 め だ.(か(残'含 ち〔が'ラ ロ
・ぐ一 …tvT'/9・9・S・UτJ・,・P孝 ・thiey・ ・'・xく、 巨
多灸の)i才力ひ〆'と4a.7∫ か フ た.
プ2K後 妻「8月19日 の%ゴ でt・ar.1テ 星 で/6:2夕 及
び'η ・鈍T　 e　・iC　ii!.・Zr　f。 初 句 程 度 ・ASe
〆 麹 鈷 厩 パ 焚 上 で1鯉 ・N'一/・'・噸 ぴ 中
戸 醐 上 で'す
、 ・・㌧ マ 一 局 で洞 探 知 綱 ・
カ た り ぼ ・'り同 じ'凋 期 の'?OCd・Le'cわ τ舞 〃ご受 イ彦5
れ た .又 サ イ プ'レ 局 で4不 イス ラ 一 霞'列 に よ
)t ,Lニ3,3'て1本 フ ブ/.6捗 の タ"クFが'あ
ソ,躰 が 上 免 ・ 放 鴛 ・ 周 期 を 夫 あ て 一3よ
フ に みzbe
へ
魍 津 実 験 ば 最 初1(」 述 べ た 」'ラ'(、
ス タ ・ フ オ ー ザ 大,とEX・s .-3)"IL-一 フ't
鯛 町 え 乙"射 か・、 肩 蛙 ・ ・和姦 に つ ・・て
Itβ 認2/　 lnan内 力多づごに イ灸3ヒ こ3ガ:・ 大 ミ5い.
1.　 Kimura,工.　 et　 al.,　 Jikiken　 (EXOS-B)　 observation
　 of　 Siple　 transmissions,　Adv.　 Space　 Res.　 1,　 Aber-
　 deen　 Univ.　 Presst　 l97　 (1981)
2.　 Kimura　 工.　 et　 al,　 EXOS-B/Siple　station　 VLF　 wave
　 particle　 interaction　experiments:　1.　 General　 des_
　 cription　 and　 wave-particle　corr lation　(contrib.
　 to　 JGR)
3.　 Bell,　 T.　 F.　 et　 al.,　:　2.　Transmitter　sig-
　 nals　 and　 associated　 emissions　 (contrib.　 to　 JGR)
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ム 槍拳磁(原 本天幸理学》卜螂 物識所を轍)
キ尾邦雄(中 歯糾 等外海角「)
昨耕 妹 シンポ ジウム1・於 一て・'6… 乙'・…8i・励 祷綱 橋 臼3・
糎三惑zM辰|7ミKγ0!伯'0(E♪(05-!4)1?よ5#
塗摩 外域 オ ーロ ラ ろ掬 象観 諌悔 求の中 る・ら・
2)a/5/♂e3uronaに 癒 す5ぎ の Σ或5桂 皮 よ と
め て報 告 すa。
C岬 釘 頒碗 含 む 磋 へ5訳 るゾ ン1ず っ ・延び確3
、こ飛,11.す さDaγsiUe　 AumU　 itr　、aesrora/Substbrm
1{こj、レミ
ブ 一夕 ・ポ この詠7山 脚 岬 り3ケ 一 入9例(
陰 画ゑ視)で あ 」・ この伊、て一・a'Dサ∫鹸!4utpm
肋 吻 榔 詞 泓 〃2躬 一初 物)で
'-25ef
.,こ 在 ソ、ま 恥 次丁,こ ての緯 度 し
り
上記 のfU　cas・ 　・a、暖 気潅翔 〔θウ)とQ
蛾 材棒 の醐 ・饗 時 懸 涯 与 へるぎつ 概 ・こ肉 腕 ぜ ず ・む し5AE-ind・X(WbC－
磋 へ 勲 淀 お 牡 観 測 デーか 基 くmNr　 C・麟)1こ 躬 騙 ∫必 か/拗 吋 ゆ り
Rlこ1蟻 友1拮 ヤ/ベ ー ン川 中」訊 て素A。lliqSe　 E残3種 の榔6這 有す3様1ミ 怒 ゆ小3。
1Sls－ 丑 、べ ・て 卿 ・浪 んr・ra　yix　cqsア この棋 ・商 館 りq・r・ra　a・τivq　ti・い
鮮 顧 残 晴 へ5Wt5ゾ ーン準 磧 ・[o月f{F$(τ7)aysfUe　 /7erDmか ら乃ん 侮 モ縦 町
93boAで 観 測 レ鴻 禽 こya.・〃伽ce〃 ・nC して衣創 つづ一一¢7に 産 す377r4ns乃 ゐグ(>2
〔翻e1傘 パer尿 ノア5S,麩,ア」7,/?7の.　 LO工〕　 Arc(万ms?C　 4Ac)　ts-一本斑コ「さ亨 か認 ・め～欲
綱 濡 がバ/㈱ 扁 で鋤 いた船 、
肋 ・晦8・2工 礪 ・r・ln/・・GRL,ss,g/」,
/777〕 と1て 認 め5畝3事 事か報 老 芝山 〆ミ。
3等.　 tcxotSko`こ93オーuラ 〃)撮 像 撫 ・い
よ 。 て 、従 累 の エSI　S-　E　.　DMSア ・lt-、醐3か
R7」 う1」 ろ・フ/いZ>ダ5/4e　 Aqlvnaヒ ノ砂 〃Jン吹
?




















芸鑑 謄 鐙1驚 とこ3べ榊 幣
ミミ禰 輸 すべ ぐま,ヒしてば、蹄叉 ケトメナ
ここで 榊 「し快 デづz　、zsiアラス方.大ISe　 S-1.
A桝 山 輪 戚 ξリ戯 して、・嫌 いた続
ず.この共同翻 情・業k参 ヵusUttCdrマRrSff充
記録 嚇mA坤A天 似 ク 切 文ーワ の醐 諸 教 肉崎 いV・よりお丸 亀 上ブaす ・




ム本≦し人 、ふ ロ高(東 夫3星)
　 PUtQsati・fig　 Au.r。 　ra)a・ 　 P。st　 -　aniatn'・ght・
S・tb・t。bo　r・c・・9"s　 pha・eのmpag2-2・秘 経
の%PtaSt-PebiDCt;C'な輝 度 変 動 をdる 現 象 と
し て 広 く 知 ら 聰 い る.粒 寺 降 下 機 構 と し て
1さ.　VLFω 伏ve-etne℃8etTc　 elとe(二七foanのc7cしo一
走v・om共P皇]苅ミロ ワ ッ ト観 蓼!⊥篭1二 よ1」 支、寺考 さ」ぺ て
い る が.度 調 機 趨 に っ い て)ま、確 霞 台りな モ デ1し
ず な い の 力寸現 状 で 吉～る 。
ω 東 面 込 白 の ～t　t・`e　qt・n　taSに 嵐Lて1さ 、 面 向
き の も の ヵ"99い 。 ま たAthrorza」}　 E・XPdw、～τDtrv
徽 填 夜 緒 並 でIA,P。 ・・P.2・…ti・…Of4
戯 言 る.
ts)鋤k脚 田 云 程 度 の 晩waで 止 緯 度EfUの
周期 に っ い て.目 立.た 緯 度 効 果,経 醐
果」よ 見 ら畝 な い 。
今 回は室 間 鉋 に圏 良 した 点、で 見たAuT。 帆
刊 綱 デー9よ ・))腿 ・・鞠A… 　m　 の綴 翰 の敵 塁に っ・・て趨 る・繰 髄 動
のb,_1、S):S目tて 財性的 定量的解析 縮 は,
.、,こMま で に 主 な 鮭 異 と し て 以 下n軸 得
て.尊 食 篭 で 報 告 して き た.




　 　 ab　El・ ・t・rvea・d　 i'・。paS・tT…n・
e)ExpamsiO!ル
　 　 ∫)　FJZand!ns
に 分 類 也 来 る こ と か"判 る.
q>剛 セM。 セ1。相 」 、 」misイalで 東 向 き,9為
イ則 て"、面f≒ヨき,
で 高 る 。
速 度)ま 電離 属高 度 で教,。。励 ～ 渡諏 機 構が 単純 なHM剛eのt'rcしppett　 。scrΩQa-
ti・.,,・・ts・BてSli説 明 経 な いこ と蠣 聴 しよ う・
・・)S・e。鯛.隔 騨 ・ル 極 度 醜 顧 動 継 とAvbぜ,・tの 徽 に つ一て疲 訂 して
高度 で数IOk鴫 であ り、ン磁 気 圏赤 道 面 に設 い く予定て・あ る。






















??? 」???????? ?? L・R噌e良 し」5'99・ll～ ・ZUT(k・ ・之)
ミ{[JiliN(iMlt↑ftl『』h
l|.
回 の 裏 線iまom-t了 徹cの 分 布,破 線 は
。FF,t}tyheの 分 布X茸 、す 　 om,-t;ase・ ・藪 ぺ.
。fiF_tirmeの 分 布Jま ・紘1が'フ 呪 い る.
覗隔冊n湧物肺]1湧物m皿
'口 Is ゐo　 Sec
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'ト ・ 馬 丁.H.晦K ,称 欝 レ9 (尊大 理)
復 克 種 あZerγ α品 別割 穿と1(知 不術 曳 乞 ワ,二 の よラ な締 禰 パ オ ー17ラ
う弘Zい ら,7-Pラ 脈 動 と地硫 気月IK勧の 園(・ °ツ今 の1三 リブhh・}干 狸 コ似 多一般脅 場 ク
1孚研 固著今'句 じ 囮 右pkωrγ ¢伝島物 躬 玄 ε ρ 脅 と才 嘱 し7,,ご 乙 Σネ 方 丘め ・,ド ・1フ適 用 す
3・zlつ5・z ,物 動 ラな1冠募 Σ激 論 　 1-　t　lhva(h'ple　eu-vyelq"ldnδ ソ這 う・区3祓 弗9
73:Z・ ・'zthQbめ に 「g・「・.(A・i2,(`i81)べ71-・ ・%zarcig.Σ 斤 亨 ・ち.
そtZ,:?:gsl.,づトPラ 噛 叫 マ槻1卵 暢,縛 帆 心 い レ伽 一般 鳴 〃 脚 ・ぶ 噺
本鵡 魔障 電磁 気脈為 ・)大寄7分 ほ,フ 「一－Pラ 秋 蚕 のあ3二zΣ 弄 し,上 記 封書禰 を 亀 ブtf　bt
軌 つ1同塵 一7r)　ig醐 驚内つ 擢 気 法事 再 刊嘲 倒杳 のz・Eh》.征 ・乙,プ ー12ラ 伺1に動 と勉 辰7t2"k(
1旬 巖 鳴 ゲく 電 搬 総 帥 け て'耀 柄 物 酬1酵 齢 が:　 rdi　e・Nl　 e・・Ch'c　・
で3》 こ と が 石嚇 乙 さ ψtβ 。 ～(
ノ 毛 し,方 一 志 わ い 乙 い τ≧の7・,と い ラ 髪 も 塗 あ て 朗 うガ
也 のH←1;劇 つみ ると(Z6.そ のH戸1恢 っ効
恥,纏 綿 一 プラズ マ 窄 一ズ あ ち・|の吼 レ








穿1図(上)t99042日tsaLalz。 ・δe天 下肋 勘
1-i7う 凧k動 のP・vna・n　l8下 の 叱 磁 気 勧 犀 実動 べ)}'v)レ
1つ蜘){で あ}.
Pラ 撒 勤7「e?「 粒e－ 入封 〆,夜 気周 メF(重危)阿附 に ワ ・tztの ど萱「乏 》.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MXt
PP2図(「p)lg8・ 脇 ・9の ・枷 グラム.la2・ ・7・
しシ〔1・、 リンレイク(LYAv)
ノ77r－ トラ フ。ツ ン(下Sp)1シ 禁 ζ























福 面;告(極 エ也研 究哲)
中 層 天 気 の 齊 徴 ほ ぞ の 構 造 ガi夏 蚕力、狙 う,
成 放 躯 手躍 ・二1動 孝F関 連 ・7・+5)tで ・　 lliじ 嘲 蘇F釦 雪 ・ト σ 、L/、.・ 中1過 去
あ6・ 例 之f9・'LgfaB天 気 の 温 厚 め 極 大 ・1/Y・ ワ 躬 也沫 天 気 ～ 閉 しLAh7、 ・S.・7.遍 ゑ 教 グ
{・∫ う 磁 ㍗ ∫ る が'.)m牙 ソ1ウ{ぴ 気 の 昆kty　 ';h　 f・ ろ 八 噺 噺 ・知 破 物 閃 斥 の 石稜
勧 τ輪 止 ご ↓～ 仁tに ∫ ソ 、 まr:タ タ稗 の 微 量 じ 臥 斎 え 適.しk,ef糾 τB3,大 陸 木 犀2深
気f手1戎 劣＼ヒ 反ズこ・可3二 と{二 、;'ノ.イ グ)一量1変 ノSo添・_1ノ つ フ層'ヨ屈τ窄{三k了 フ ニ と ∫二 ∫ ツ ご 、ク)石ア究
化 さ 也 う,迂 仁 函 ・1ゾ ツ 關 瞭 ・・8リ 人 気 パ 稲 こ と1ハ,
連 動 ・励 起 鳴 ㌧ ・Jt・ ・ら運 動 繊 、 そ ・ τ 南 ・形 跡 細 確 σ 字1・ ・不
放 射 亀 岡 日葡 ・測 定 お 二 し わ1・辱,9'で ム3・ 里 却 ・-3∫ う に 呑疲 の 観 測 星 置5(11….川 組 成
.
1っ極 威 マ1は 、 本 橋n・ ら 列放 射L?r1し キ㌧ ン人外(ユ ノ重 斬 、 どテノ放 射,(4)才 －Pラ ェ ネ/し か 一.を
'・/一 閲 噺 小 身丁や 麟 鵠 ㍑ 己才・ 焔;,言 ・ 給 餌P親 魂1日3一 旦 レ ロ ブ,ト 嘲 いr、
に ふ 》 か/・ しη・熱 に 伴 う エ ・和 しキ 〆 花 入 伽 中 層 呆 気 ハ 観 」911け;S'　 Jkb　Jり 閉t鍋9予 庭 フ・一
あ り 、:匹 ら バ 中 層 斥 気 の 運 動r組 成{つ 欠 き 兵}。
な 影 響 呈1灸 ほ し7日 δ行 軍 ↑工r甘1脂 橘1こ れ/い
表 ∠7う.碑 ズ にあ・σ う南極 や層 大気 丁総 合 観 測
一 一 　 -1「 一一
観 測@、 目
一－f『1『 一 一 ー ー ー －
r色 上 航 空隊
一　










不ソ1シソ㌧ デ,分 癖 †
木カウ ・肪 貢
米 光 叡 香し方A
一
工 アロゾ1レ
一 一 ー ーーー ーー 一
微 量成 分
〒ボ … 一…'一一 一'
ラィ9"一('・ ヒ・'ル づ ・づ
|一一 ー ー 一一 一ー 一　 　一…　 「
}
一一 …」




電矯 度 'ア付 ノゾンプ













一.--一 一 一 「 一 一 ーー－













NCAA－ 己,7(垂 直 シ孟渡
/挿 すウ.ソ・一)
、才 オ弔 ラ粒 チ反しい
つ
閥虚 飾 現象
フ1}一メ'9っ 全 天.カメラ,リ イメーヲ,
ULF,　 VLF自!ξ 電 波'観 窺ll器





















)ke1・・一;z4・・μ 順 施 物 イ・tt…!3・ 起 り実 方問 う、
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V}→Fド ッ7ク ヲ ーL－ ダ 更、駿 に っt)て
五噸 喜良,・則 忠榜 纐 正美、倉谷 麻 ・健 波醐 所;ち 禰)
藤井 良 一、 平沢 威 男(働 也微 研)
前 回 の シ ンポ ジ゜ ウ ム で.♪4AP期 向≠、ク%2P尺Eす5。 工 つ一 のF'ソ7° ラーkA° クみ'L/lg
－/98S),・ お1日 目醜 墓地 で 噺 レ・,vaPA'
フ プ ラー レ タ観 測 計動 ・っuて 」K4aしF-。
吃の後 …1醐 に 実、鮮 働 噛 サ,うrz3燃 ・ミ
よ フて/9{ft2辱3月 頃 か う愛;ffEfiじ 種 兜 若「の
突 同殉 死tし て実、歌 主 圃1虚 す}こ しに 存 フた・
纏 機 磯 駆 ご 一い 鰍 で,FFTフ ・ロ
e。 サーを便 ・て 束 が.流 星毛一い エ幽P
計画特 靹 勧 で あ1ノ,以 前う・5鵬 汐11がケ
な リオ蝋 の流 星エコー 研 究 ・鳴 鮪"さ き。
」本実.験感ぴ ℃つ りム ーブ桑 で枝城つ幸}司国
本報 告でば最終 的な計画撤 屠'ジ7uて 述 べ3。 一麟 圏 下評 のダイプミ・ソ ク・スの研 究乏賃指
す べ て 探 、駿 り た あ に 新 規 イ 働 島
の で・あ る 。 イ旦 し17;乙 〃Uzの ム・一 ダ'系'ま
Z4次(/983X)で 整 プ嘉 し,1234ζ 隊 でiS
SoMd9の みZ'賓 馬実 包4テ う 。 レ ー9"りvl
受 信 浄1)御 も 更 碕 向 デ ー タ 収 扉 メ9理 」エ ミ
こ っ ン/(AvllELCθUl70/is)が'つ 。eグ ラA
1二応 じ'て 自 動 的 に 行 う。 取 得 デ ー タrg
デ'ジ タ'レMl-1こ 記 録 さUし3が,1正 理三に
ノこ三じ マ ク ノfッ ク'レ ッ フ 装 置1二dミ カ1三'`t'
δ こ し も で き5,レ ー ダ エ つ 一 ヰA－ ス
つ 一7°t距 離 一 働 同座,標 乙RTエ)の 弄う
も ら
て'フ ィ　il/ム・r－も 多乙線 さ 幼し}。 更 にノ ミ
こ コ ン が 動 作 ネ 臭 橘 創 つ は 、 バ・。7
ア ッ プtし て ノ エ コ ー σ)生:皮 形 一9.アナ
〈7グ デ`1ク レ タ ー
ダ'に 多乙録 で き9。
付 表 仁 レ ダ 泉
レ 一 夕'`柔 し テh－ ク処1理 系ミo)ブ ロ ッ ク 図 を イ寸
図 に 示 す 。 こA5リ ハ ー ド ウ エ ア 類 ば
融 臨^七.駄 、ノd'レ_9シ 鼻
の 主'手 ハ9ラ ノ(一 夕
を 綿.特 長 も し
て,ハ9iレ 久、リ バ㌧
カ ー づ一 ド'変二調 が
可 能 万 二 じ 乙.レ
ー グ 仁㌧ ム が 鋭 ・1
(3二4り ・ じが あ
げ'う#v}。 親 愛1モ
ー ド は3k類iあ ろ。
条70Vグ ラAγ ま フ
ロ フ じ゜ 一 デ イ ヌ、ク
1・耗 約 し て あ リ,
'躍Pたc・ て オペ
レ 〆9が ハ毛1}s選 ン
り
し・あリ 、 実働 額 勧 めて豊 富て"あ3。









権 威中層 大 気探査 用 レーナ レー7"Y.フ 日 て
岩坂.泰信(乃 木 ・水圏研/国 立極地肺)藤 原玄天(九 沫 ・理),福 面苑(国
表極地捌/牛 沢戯 男(国 立極地研)藤 昔良一 姻1極 地廊)
MAPの 畷 目 ζ 、
統合観 測か検討 ミ小《以東4琴K皿1・ 時間本
、髄11kか 、ぞa7"7ンA　 tS　Ptで レ ザL－
夕1(ヲ4タ ㌧)の 利用 も検 討ミいてさ ア(。
レーザ し一ダ の主要 読 む麻芦 まり1現
在製作段階k入 フてあリ、計画血1す すめ)」'
24次 隊r。∫・て痢極 昭和基地 に搬 入の⊥ 、
)塁用嗣殆ミ払う予定であ ⇒。
ここξ19、1|く フLi・の レーサ「,し一.ダ芝)暑
い医新味計 画 乏 レ プ レータ その 也∂の紹介
と念 わせて発表1?一 い.まk時 間の ゆう9
杁ぎ り日本 差ほ じめ とすさいくっか の レT
南極域の→づ嗜大気2.ノ 観劇 ・研究計画





?????ー????????? ???? ? ??
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1臓 圏酊 川剛 球スケーい ユアロゾ'レ
レ ーグ7"ノL-7・ との夫)同 作孝 に フい て他言 良.td・37い は.瞬 圏4ワ 一三ス トリー.t身l
lア(1、 。
f南 極 昭和基地,レ ブ レーダ
醐 日E和基地r設 置う一む レーYレ タ'
}9.下 の表r評 す」ラ有諸 元E芒 フζi'き 。
此程L理 解1う 学 痂({こ 乙い必要 ρ小春報ζ"み1
高緯度 地方τっ観測の寄与13き ゆめ て大 ミ1・
と毘lb小 当。
2ら ドほ 、極残 特利 天気物理 淳的Tg・条i?
13、 中低講 反 噸 て口 実行生幸乃(・3ク 乃槻
搬 予 定は/タ 少2茸//月 で 、現在 レーブ 測 乏可施(1(く 恥3。
レ タ"の送 受信都 ほ ハIEO　KS・ 　r、 デ ー7
犬理 肉 縁の レステムは 三菱 雷丸κ5・ ζ豊丘 修 正lZ{了 くs蜷 麻み3と2わ れろ めて
ヰ τみ 蓋、
Characteristics　of　 Lidar　 System
働 則・研 家 内洛 は、舞 衣 と屹 ・て珍味{、
小戸対尺 亨うべ く レ ザ し一グ乏十 ～ヒ入・い
























11＼tl)桑 川 ξ払(極 地 研/東 大理)
ト4APの 中1じ言果題 のtっ ぞ'あ るズ ゾン層
の動 態解 明 の修 めに,大 気球,ゾ ンデ気塚 を
用 い乍 観 測i提 察 す る。 島!層1K気1二 関 連 す る
ラ4夕 ㌧ 和 赤外 分光 観 ラ則、あるい1本航 襲職1や
Eの 他A　ti{L上観 う則xf,eatて 実施 す5NXと に
よ つて,陶 磁 な 六気現 象 の工端 を把 握 ¢kヒ
する 毛 ので・あ るo
灘 地 レ墜 のハ"ン 層,Z,冬 期 欝 易燦外 線 放
射 が鳥狂 しな 内 大協 爆 発 瞬 間 よフ・・ トンが
イξと入 し,、 のt"め オ ゾン竃魂 すNOが 彦 成 さ
・t・.4rct"t光le-lf的1璋 鮪 ・知 牛方ミ'触 ・ 家
伝,艮 鰹鳥 湿 な ビの大 気 力 学白9に£ 高緯 度'
〔り冬期現象強イし覆 刻
:㌃ ζ嵩 ζ デ}1・Z・9・3ケ日間
・日乾 な棟 つセ 夜 間 ドづ＼1ン ラ観測(ラfv'ン)
・ 〃 ～O幻 ～!03観 測
い・ラ イ タ1
(z)NO× 愛 蔵イセ用/観 う則
・米気球 け ゾン,～Ox,愛 競 計,X線)午 ヶ
ヘへ い
:証 ζ薪 ζデ}kgr
叩 デ ソン冷 光計,ラ イ タ㌧,柔 外千 番冷
光 な ピ'の土也上陽 〉則
極 域 齢 の興味 ある竣 殊 があり,ミPtら 分与(3)耀 く量成 分 地 上 毛フター
規飢 ・晶 継 効果材 ゾ'ン鷹 分布 顔 面吊
る要 因tな っz、 、み.
C酬ICHg,N。 。,CO,COzな ど放 射 睡L




・ガ'ス7ロ.P赤 升網 関 ケ光 くea4,M.Orst')
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卜4AP射 向中のTIROS・ 　NOAA衛 星による観S則
Iil;野 製 表 田 中 信 也
(電 気 通 信 大 学)
1976年 昭和 基地{:136MHz及 び　　　　MA　 P#1}　rSl中、 中層 大気のt(2..teSE!ilとして、
400MHz衛 星受信装 置が17次 隊の手によ 昭 示b基地 ではバ ルーン及び'うイS7"一観wtiが予
って設置され 、科 学衛 星観 測及び 気象衛 星に 定 され ているが これ 乙衛 星に よる低 中層大
よ る地上気象 雲分布及び地 表温度の リモ一 気 の温度重直分 布 リモ叶 セ ンシング'との同
ト・セ ンシ ング観劇 左1#lgGした。次 いでqA　 時 養鯉1に よって.熱 流に関連 した大 気循環,
RPの サブ7。ロジエ ク トと してPOL　 EXが 極 域 突然 昇温,高 鷲度 大 気横 本、地 封ご大気循
1979年 より商始され21次 徴 の1・tzよ 瑚 こよ って繊 度中層 大気 が受け るk9等 、
り1.7(}rHz帯 気象衛 星受 信装置が増 設され　MAP皮 睦 の溺 愛 に大 きな効果が期待 ミ耽 る。
丁工ROS-N系 、の嘉性 能気象衛星のテ レメ ト　　 Tl　ROS-N系 衛 星の垂直温度分布融1の テ
リー妥結が商始 され た。 レメ ト ソ一-erセ友の受信、及・びてのデ ータ ・7°
1982{年 よ・り開始:これ るMAP計 画 で1よ ロセ ツシンブは、厨召木口52年 よ り電 気画 竜フく
此 のTIROS-N系 気象衛 星(現 在NOAA-　 6、学 及び極地 研愛所 で商始 し、PCMネ 凝固、垂
鳴 が運用中)差 綱 し 中層 大気の諸ma象 直温度 プ・ッ ト7b・ グラムは55年 度 中に終
鍾 蜘 に顧 お こと を言†臥 て ・・乱 表 了頑 鉋 は極 減 上室1・お け 謹 み函数の凝
1に ＴiROS-N(プ)軌 道.デーヲを、表 ユに搭載 を行 って居 ソ、良Ystsデ ーヲカ簿(得 されてい
P工 の内容 を示す、 表2に 示す ように、MA




垂直温度分布 の観 測 は,ユ 種 類の赤タト領域
のラジ'オメ一 夕ーと、マイクロ波帯 ラジオメ
一夕一方'ら成 フて居 り、赤、タト線 ラヅオメ一 夕
は 、H工RS/ユ が地表か ち6　0　K'ntXまでの 温
度分布 の観 測、　SSUが 成層圏領域の温度分
」布の観劇 を一行 う。 ま た、 赤外領 域 ラジオ メー
ターにおける要 の影響 を防 ぐため、53GHz
滞 の マィフD波 ラジオ メーター(MSの1:よ
リ、 地 表よ リ15K・vnま でのく慎域が測定で・ミ
る。 此 の衛 星では「同時に地表温度、愛 分布,
オ ゾン量のセ ンシ ングが 可去 てあ る。
表1.丁 工RO5-N衛 星の鞭
5bそ の/倒 を図1に 示f。
表2、 　TIRO5-N衛 星の観 濃り項 目、
Advanced　 Very　 High　 Resolution　 Radiome七er
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (AVHRR)
T工ROS　 Opera七ional　 Vertical　 Sounder(TOVS)
(1)High　 Resolution　 工nfrared　 Radiation
Sounder　 (H工RS/2)
(2)S七ratospheric　Sounder　 Unit二 　 (SSU)
　(3)Microwave　 Sounder　 Unit　 (MSU)
Space　 Environment　 Monit二 〇r　 (SEM)





































　 　 　 　 　 　 　 Temperature　 °C
図1、　 MSUに よ3昭 和基地 上空の重直温 度分午
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表 四番 玄 ・旛イ友替 ・鎌 田哲 ♂ ・畠右 脅美゜
審名K墜 砲研,*$vaイ 也御
壇 上 よソ 献 教 師 乃3・K・ …ftz?で の
錫 戯 ピiGr字 窟縦 κ'K多 電離 ザ卓動L1あ ・ソ・
已め脅 擁 作 用^緑 呆 、 大 気イ 才 ソ ザ生あ('さイて
5潤 擁 蕨,す 紬 ラ イaン 対 物 ネ,9丈














(/96ク)φ 商 縛彦 徳 グ の.'ワ 野 らc'9ク ジ
の侮緯彦 健 ケ の纏 過"ザ あ争ヵ'㌻叛丘_でv4&'マ
め纏 湯幡 采 乏碗 弓 はj7と ん ビ ・」・.
冷,ヨ.斗2ヲ 捉鱒くでノ菊綴 教 脅 凋 ズを め書麓
、趣 燃 木気
宇 で 確 競 細 鳴 づ本 ゲ明 夕捌 ・で ・塒 凌
ザ 期 脅 ざ れ3・ ン♂瀦 剤 サ 孤 辰・cN".従柔!th'
マゲ 衿 ・1ell・ 留舷 彪友 め獺 邊,紹景'・ つ いマ
敷 第ず1.綿 孝 が －kリYし7.7,←1,2図e・
ア ・・か ワ づイ ・ ン グ・吋 鴻 織 方 函
搦 劇 縮呆 顔ρい.そ ♂ 太陽 ラが勧紘 η 短 重うン〔諺。
??? ? 」
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19761977197819791980




ネ畠動 渚(国 立縫 う也ろ行)
1.「 ま じ'あ}こ
B・ 画 繭 ・ エ・d・・nエnst・t・te　・f　G・・mW'
・etism　 a　R・C・・　R・・「・e;　i"fT　lkよ り'Dドt=　 es'
け3協 同 気 球盗 見滑11の 噂 話 バ あ7r三,4ン ド 但il
飾 釦 髄1・ お1け3sい 勧 易 ・雇鯛 瞬 望 ・
て"3。",赤 道 脂 にt*極 域t整 褄 な 関 係tCあ
る竃6ゑ 気 長見象 り"あ1の こ"
t
刻 乞 行 いb・ ・c
egkα ↑沙r濱l　 anhancement盛DP2の れ2に もS工
_aCl,　Ss　 に も 見 らat
J　 dip　 ・卿rtこes',)3c・吻
ω1ムdん ウ の た あtt車rい3。 寿・道 ⑦ ゼnh… ビ
wo　ent　 ・・割 合 いtl,S$`:つ"?朱 勺2{告 τ'あ3
ヵご'こ のDP2の イNlτ"ltも?t穴tい よ う に 遅・
わ れ8、:の よ う 侍 現 象EjtLe;す 原 因 き,直
面地 顔… 同嚇 屍 毒 種 域 ・赤 道 ・㌔ 亀t綱8襯 剰 ・ よ・・ たし
か めfそ い 。
2 .　 EE"at・riaI　 enh・an(ぞment　 に つ い7
19a5耳{O月6旦 三 匿 基 地 よ.り 飛 翔 上 せ た
気 球 で'電 仁多)の 石見測1を ξ了 フ た,ミ の 日 の Σk二Plよ
3c(D)どM入 ト 　ーLl　キ で'あ ノ た,。 こ σ)t!毒 見v長i)
さ 車 圧 電t蕩1:周 期 条う1時 間 で'吾 北 す づ ・?辰9nバ
昆 ら れ た の ピ㌧ こ の 時 間 帯 のtgtfgtte5姦 気 デLタ
乞調 べ'r三 ヒ:3、 極 域t赤 道 に 顛 港 なDPz型
の 変 イヒ バ あ3ごtり ご十7り、 フn。.s度Sil　 LULIゑ 気
デ'一 タE〔 囚1に 示 亨"ま た 図2の よ う に,振 緑↑ ビ 克 剛気 し て い3
9&・ ・*9　it　ipN　IV　E・ る ・　 FB　e"　2・ ・　f・iT、　 Tm7e楊季嫌 が'thリ
ビ3000aT 、 中 砥 繊 度 て"20AT麻 下z・'あ 』 σ)
σ二対(て 赤 道 ビPt　 60　 ・nTビ あ5.こ のSう な
48
3.4ン ド 気 球 基 地 ・・ つ 、,Z
イ ン ド の 気 球 羅見5則 の 歴 史一‡E〈'q隼8#,・ft・B
ま つ た ヵごノ1969年 デ湯 ン 高 原 の 中 央 に あ3
Hydembaa　 (IO・2° 　Nt,　qg・3ζE;　 mp　3t2気7":6'N,'¥8f9'E.)
に 国 立 気 球 基 地 び ビ き,焦 泣 一 層 た 裳 二 本 つ
?あ5、 禾 造 園 男 面 の 気 温b"-8sPc、 ・ もr33
?・ や,高 度'2-'辟 剛 ・3E"・ 〉"z"/ト 風 恥 ・
あ3弓 ピ の 特 殊 粂i午E　 'l　blqレk　bq　it　c'v"v、　"　や 荒 腸 抜
、　 IE見存 手 乙"3001懐 い大上　av飛
ノ98・lcの 回 収 争t"あ 多.長 時
間 フ ラiil-1・3月 ・9・-to月 ・・あ3、 亀t易 観 刻
の 目 白{}に`ま
,　 dip　 efeca「pr　 と 横 上ア)ζ インド'洋 に




戚 々は成看圏友が1醐 のハ/Oxを繊 度
で観劇 で亨ろケソ レこ7・ソて ンス方式oハ/Ox




・一バ・レな、頒1嫉 め 臓`・ 館 す輸
送の劾某返閉らハ1てする。
り鰯 慶では他の編 成、分α琳 や継 継




3鴻 獅 バ高し1ため κヰ膚線 の諺緬 ・よ
る!fOxの 轍eバ 老xら 鹸 。 この
.zwwe・ の大本 さセ推 定 す3。
ヒMフ た ンヒカ＼上」ブらKる 。
継 圏で`ユ.扇
流圏 で'のNOx　aグ ロ ーバ1レな輪i送1
z>極域 のようtd)})9i4地 域 τ'のNOxav3・ ゐ
苦 い屯調 べ'る。
ヒuフfい ヒベ当面の」酬 ぴあ1。 繊 対
流 圏で・en　MOメ の擾・1ue'1ta(ilヒLvb',fiく升β月
な莫バ 多 ム,今 渡σ種 々の瑚題 バ提 起 ミ軋
るこヒバ寄想 ユ帆 吉。







(寡九人 工)(九 大 ヌ翰
郷 醐 競 で ・レひ レー千 励 行 メ え ら損 ・ マ 確 釦 厳 い 榊
YA　(Stレ'サ ㌧ そ開 ・'τ二1表戸 風雲 アロ ナ,レf(:P1〃 修i1ワ・グ 司 ぐ・ド時 可能 で 万・・t、 ・う:て1
確 酸 瞬 聯 名1='rf'7・糠 て2FS'1)、9rvx"A考 為 ピ 飾 扮 ラ付 ・一嚇1難 砕,
聯Fエ リ天与1・ 疏 戸口 ド ∫ア ρ)leルf諺 〉＼ ↓m毛 調Yマ,老 め9bNら 簡 舜で ガっ有蒸 飯
さh1・'G4fアV・ ・…レ確 痢 珊 ラ ・9・-1';亡 い 帖 痴 ・鋤 マ ・,・1、和 書 ・ 、勒
姦 筋 纐 印 行 ・・ろ.し れ7・ ・囁 ∫ア れ ろ.か 株1}加 矧 多目 お 下 師 旅 、・
Vs・"・レ・7'一・'バ ・vr・ts*.!1えst6.　 da　 7め.レ ー11'一 ・LZI},lt・Cン、獅 、フラ。ラ、
秘 ・駈 極 嫌 のテ ーウ 脇 μ7;・ ・t-・ ろ・ア 励rtefレ ー↑,零 ・湧 乏 らIP　b.　 1
7・縫 噺 ソ冷 醐 顧 酬 う・レt・'V－ 回 ・醐 恥 効 釦 ・マ・・,鮪 顧,-kk、
tZ」5EE・:f/口sア ゜ソリレK　rS　v　c,・s+考魂 剰 永 承気,N・,κ,　 Ob　 い1フ?・emD-」Pe
か 可能1二1;5二t日 ・ これ ら1ニテ}13貴 重11ソ ・ノレrれ 加 でれ うで あ う ク.:わ らの覆 刻養
魚 一夕t纏zabる で わ う う ・り 弓1こ 穆 斌 で'　th　 麦 い1つ7ニ ル ハtl、 ・fさ ら 血N・ う7で も マニ、.
ラ49'"わ い φ鄭 協 †1ゆ ・u－め椥;の τ 綿 い 秘 ナ■2峰 璽 ・て↓ ら・・1・・s.
:τ に イ冷 気 セ何 げう、文蕃φ心あ るカ、が 改 葬 ド
9怖 にts7て く う・飾 れ う・ ひ τ1踊 の1)%,Ele,細 、譲 鴫 ・-V… す 繊]W
UtiJ妻 壁i;・te駿ik℃r・ ・攻 の9s夕'一 観 訓 電麓 圏 ・入気圏 ㌘ ボ デうム(曙 ε許)
綿 織 い り}鳴 龍 フ・・マ 紅 ・・… 減 枠 係 廟 巴 ,靹 に 酎 ろうィタ・.




-→ 　P/e　 /Ascr－ つkい9
0kmノ
・　MY焔k・s・ ¢ 〈入・!碗 物)
(入=S32カm)
一 → 　Ativt>s。2





　　　 　　 　　　 　　　ZPtStt
～昨 →Os〈s・ ・)9km)
一一ーラNaいgekm)
9又 絨 ・L*・im・r　l4ser　 u・ う・?め)→o・ い5～3・km)
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成鯛 エア川}レ オ ゾ河 献 酬
値のタ槌 一
岩t嫌 信 くf名大ノk周矛矯祈)o暦田仮智}(名 大ネ国利淳祈)
一中 毯燐 皮・昂 鞭 爾 の観測
成層圏工アロカレのS真景膿皮(あ 汚 く い§オゾ ン全量勧4物 緬果左解Kl3bひ τ
個撚 劇 蝦 鯛 頂 鱒 繍 芝ぽ ・言 こ 耶 紅 か 登 時 殼(イ 走知 裡 と・ゴ
NLQ-、<つBS中1鯖 鞭 漸 和す3レ 枷3翻 τ)語 ・刈、顧 てゴ 彿 山
ず レ タ働 眠,ぐ ル 　ー/eEia,)/.　S・　evaasM納 戸 孫 ・跡 地は ・、、
らも て 、・≧ 弍Hむt/M・IUt4,z.　2記,1979'、
加 瀦 ∠ψ 、/タ7タ,〃 己惚 ノも
蹉 認,ノ9/9ジ 岩減磁,/タ7/1
1VV、toe/L、t、/92/)。二小 ち2瘍{蓼 博 主
と1マ 湘 灸圏 ・矯 圏の　 Alr－嫉 撃 κ
」3etO、7sえ づψ ζ利 天賜勧 吻 夏・ 循
環 と関連7う と彦 之 舛/て い3(fuo,>z5zノ/
778)。
成層 圏エアnソ リは 特 徴フ'rtて"&、 い
vりゆ3　 Layz;　 凡流 必i9、7h化 斥9マ1」
ぐ ・3。 規程成層 圏 ての物 質久硫如 コ入ミ'
.)E51。卜定 ・ζ訴垣玖5、極 方角 へ伺 う循環 ζ'覆
規{て 良 い と労え づ必 てみ1、 ち1・挨 え3信
ら 「極 減て初 願 圏 工アロ ン)房〉奔Ell(口B二
と瓜 、成層 圏で の物 頃循環 と秀 え3上 乙良質
η楕報 竜得 ミ ニと/-ls5」 ・A「`'み3。
一方 成層 圏 オソツ は、下部 嶋 圏 ひなそ
めb敵 礪 叫 泣 楓 ヵ長 ミ放 、力廟 鮪 影響
Lラ1ナ 〉〈1<天 気毘動 の トしノ γ一 ヒ身方 ミ
麻z乏 γ、]只 キ練 皮 τ・よ く星9め3、
オナ ン全量 磋 唖 砺 物 知 ・:;t収3
て い3s
・鵬 圏 工了nカ レの麟 ㈲ 靹 鳴 弦
嵌心比)」9、 歌 風5ム}く3ケ τ種 八 三手
下 ニヒβ 多い・
'B本 国内 で」観測ミ小ζ い3才 ソ・ン全 量)1
1伽 幅 寡 の秘 ズ 註 疎 ・講 」観
ユ ⊃ζ宏現時薗躰 異言.
勅蹴 く下鵬 園圃 醐 ㌶霰晶劃霧 雪鰯 ㌍ラ踊
勤 王秀 之3とzの 良 いトレy－ とkえsれ 基 観 劇 四 捨¢1(
・成層圏 エアロソル砺 冬珊 の霞わ め てゑ い
薇 ヤtaa加か旦5小 き
・オソウ 、全量 の看(ん13夷r-Qい)巧 極
大於 見 参め3。
このsラr-一 見天 」劃 久 」)17訪 豪 系 得 参れ
てい ヨ於 二心 づ勿 解恢 は そ ラ手繰万 レづτ
陰 い」 うKも 創 捌/ヨ 、 連動 い ウ 毒 孝 久絶
kHユ0量 叉 大気温度 等 の効 果 芝タテえ1〈〉・ムA3
tsZi-.SIZ-t罫うフL.ユ.ア.ロ ソ・ノレ と」「ソ ン・61司n
返字 、ノ〈工衛星 ドよ ・Z71P－ バ)レZケ 相 ゑイ下用(化 育的 な)乙 舳 珂3必 要 入み3
づ レ エ7flソ リ蝋 η 沈 蹴1細 叙 躬 勧 杣 山)幅 糠 戸 、'て考輪 嫡
出 、成功 三栖 めっつ み う ニピ/吻 ρ御 町 釦 這 乏胸)腱 提起 と試 み勾 ㌦
ギ 禰z昭 和勘 紗 ス1戌 成層 翻 ソ・ン 夙
球)Rエ アロソ・1レ(ライタ・一)の 勧 則承リコ{`'
あ ク恥 き》とkな っ(い ヨ ニヒ等L誘 え3一ヒ
、極 戚 て"t7))小引 一レ サ 物 質功ふge　7いK・
つ い(従 来よ り務 段 い夏の高 いデ ータ丞 得9
blへる》守』鴫ズk」工Lい}二Eて良い2'3:〉 。 ここて1'
は.克 ち雇 入斥 κス中(麗 醐芝甑 斥工アDゾ
)レの酸度ゑ伯 ム うい瓜 気象方 で矢穐 ユれて
??
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衛 星観 測 による極 域 現象 につ・・て
電 縫 度分布,　 Es反 射 エコ ニ ー
西崎 良,相 京和弘、緒方後信、丸山 後,猪 木歓 二,永 山轍.薮 馬 歯井
虫俊行,大 願正美(電i欄 宛所)
電 波研 究酢 で は'966年 力・うAe。"。tteを
受イき して お り,こ れ まで に4冊 のN(ん)デ ー
タ フ㌦ノク を出 版 して い る.'ま た/976タFか
らは極地 研 究P命 と協 力 して エSエSe受 イ吉t擁3
thし 、　lit〈N(lt)鰍 斤を行 う予定 で あ3.
今 回 はAlo"d&一 ーIZIのN(k♪ 解 析 結 果.
工S工S-eイ オ ノ グラム お・)a"工SS-bで 観
測 し左地球 周 回 デー タか う、静 穏時 と擾 乱 時
の電 子底 度 分布 と,　HB:fb基:地 で受信 さ本 方
エS工∫-1[の イ才 ノグ ラム に見 られ るEs反 射







2.1≡s反 射 エコ ー
昭和 基地 で受信 さ本 た 工～工S－ 工[の イオ ノ
グ ラム 魯9,000tsか ち45横1のEs反 射 エコ
ー が確 認 さフk,　Kpの 低 い静 穏 時 に 是 らオtる
王是象で あ る こ とがわか った 域地 上 と の比較 辱
に つ いて報 告 す ヨ。
52
53
価 ・味 一 罐 ・鰯Lエti,　 ff.働 醐 、w・H・ 　Vodsart　 (u・ ・f　T・avs　cst　e・同
工 ～τ5-zgF・ 瞬td〔/=イ オ ・質 量 誘15う・
祈 器(ひ イSノη・観 」費7デ ー ク 〃 内 か ら/タ クZ牽]ty-
81E7の 期 間 の 芒 の!・ フ 〃7統 計 向 な 忽 理 乞 しC・ 潅 づ 才 ン ほ1れ 手洞 洞 ゐ 割 ノ合 で 減 少 す 」。
た結 果t中 ・て に 報 告yる ・ 二 の観 塚7期 ノ可 の
デ ー 列 晒 す 官 ・随 神 ロ ・,・-tて ・d・7ち 側 でi?　LIT　 ・ 礪 庖 ・晴 ・嘲 ら づ、・
74"で ,穆 域浅 内 臼 ・MLT-4C・ 磁 気vth　2・　qe
－種,慨 鮨 種 奥)繭 で 崎 イわ 慮 凄 ・ ・ の ト ラ7・ ・c'・Te-eで 駄 旦恒 峠HL下
平 内 的 な 笏 布 四 這作 八 し1-・ 園 に ザ η 窃 仰(H・5kLα9減 砺 ・フム)乙 周 一 の モ ハ と 考 丸 らUtぷ
図 の 例 モ 祠,礪.崎 和 那 ・伽4不 ・ し つ・しC　Ctc　-　6　,」　iit(S　is　b"　otcvw-n　-d・・5舳 限 れ
(ctHビ?r.フ.マf得 ら り、㍗ ・ る 、 ・tit4/・ ・ 匹 ・ τ 一 け ・　MLT鋪 ゾ重 σ 梅 パ
ら のY切 白クな イ オ ン 蜜 漬 の 今 市 図1て1丁 力 のs似 て　・I　lsガ)芦 ・K"re・ ・)得1一 辞 粟 一で(1;nη
う 加 背徽2硯 ・ だu(礼 トプ7(即S　 trt　LＴ)グ ん 顧Mr　 /-vつ 肋"狂
ω …　 T(・i?"t.JrcrnTv・ ・訂hJ舳 ㌧ie・'の 飾v'・"」 ・う=と ・"f,・5U{'ILI」 〈?c
!二明 確1こ 現tlLろ ・　 LJTの 糸鶏疫19落 子AルILτ
依 存 性Ek.ブ 一 読"ん ～6ρcダ麺 で'エ ∫エ5ズ
の 請 い ・・梱 でIA　 PP　 (P伽 …輝 の の タ
オ づξヨ!ご|ノ)13、く らノナ/e「/丁フ さEク と ン5,)e
tz),　 LIT　 di　ツ/嵩 緯 度(惰 ト ク ろ イ則 ノk_'丁 べ
て 刀 イ 不 ン ズ"'ラ歳 木 す ろ ト ラ フ
・ブ わ 「ip、f'ー がソ茅7rす ろ・
(刃.CF.N「 女 に 昼 間 卿1,り 夜
働 へ7°7又 ・zの 翰 逮 づΨ あ ろs
う に 昆 之 う 、
(2)ノ)現 象　tZつ1・ て 個?の 周 一
キ回 噛 則則鵠 あて膝許 ・酔 ξ県 主
　
喫 の 寸 う な'所 得之バ 見 り 出 ろ レz
&こ の ト ラ7の 伍1置 と そ の6タ ら
Mし 丁 イ麟 性 的 た高 ゑ でtWJ・"P」1{t8
出 てDる コ ノ蓉 メAン ト ラ'フ(」
iVIT♪ 　 L天 体 一 致 す ろ 。
b、L・v・,・C・hC・ve/P・止 ム の煽 測
;デ㌧ ク 乙 じC綾 一す ろ と.=の ト
ラ フ ぽ 数keVの 電 与 の隣 下 帯
η 訴 追 側 ド あ る こ と が 乃 心'
ヌ 、 彩 踊 な 位 置 む タあ 倒 の
ヤ
・LbOC・ndle　a・伽r碍}の 低 緯 度 憤りド
O
I9ワλ辱3R-8Pの 観 」孝句デ'一ク(-trp≦ ≧3τ)づ・リイ尋1三け†σ)平r勺/7ラ有ラ
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1ト ヲ7佑 血 にお げ る電 子湿 度 の上 昇 を、 同









芝て、/99ノ 孝2βZ/臼 仁打上ゲ ζれ 試 す3。
繁贅鱗1懲鐵潔薫
あ纏 象 嵌 之てい多が.〉 の 牝M・ip5
多論巖瓢肱期瑠犠1欝
的 ピ 館 個 々的1二糎 卸 酬 レ・、くつas
の重零が緒 論 左得 っっあ う。 と)3で.)
の 宅 ㍗ 誹 。戒 以P2asmt久Becbbfa"は 木蓮域 礪
め夕刻 か ζ朝 方へのL。 ・rf　TLhe・
1:/A〈 分布 す31f7c象 であ3赤 、夕刻 に発 生オ
3　B.bbfaと 熱 中以降 η旅 とばその成
因が宴 って い3よ う1二毘 われ3。 二の)と
はB仇bb左 発生域 の しo(ue　 T.・n?依 存4)分
弁締 金か1、 ヌ、B眈bb(.　 s　m二形杖の埣性.
翻舞繍磐尚濃霧㍑凝霜
茱峻 ゴ九3。
二〉で は 「ひの とリ⊥によ って観劃 ざれた
殿 中ソ瞬 のPムs〃 、za.B〃φムん1二 つぎ、そ
の極 獺 越 嫡 孫 鋼 ぺ 淫 の薇像 の 例
年 図に示ナミv7ヌ 、仁っ いて考察 すB。

















覆 擁 十、大豪 覧}、1葛橋 鬼剃(劇 ヒ大.鍾1)
第 鴨 纏 耀"励 とゾ は、鰯 傾 レ靖 筋 よ リ酷 しケ 鮭 遍羅'二.別
・斜角 約30° 、高蔑　ke600kmの 季 円9bt遣z・・撒 く庭 園す?乞 多孔る。
あ ろセめ1こ、赤 値域初,芹 層 上」節電離層 芝観
劇 す万別:纏 痩 的 な軌 苞 乙と・て いう。"ひ 赤色域 τ'かPlasma　 iney"ム〆晦 の廃老過 程
のしゾ1・ 織 測 お イ ンピーダ ンス・フ'Lし2・ 陶 畑 －Tcyl・請 轄 、E・B纏
D－ グ に よ3・F層 上都電離層の　bUsこ伝 亨 定亨 どφ味 えらe,t.,zt,z,.こ れ らの矛卑見 は
電 多卿 矧 刻1・お て 、術1追域 に訴いて、特 磁場 、電場 、中性大嵐 風1「ど1=憂 く強 存 ず7
歓的ts受 像 τ笏a・!4m/eあ り　angmafi3、　肱鋼久　 Laz協 リ・ 図1・2.3m解 析 は、二a4らa
綴 臨 駕:㌶ 燦 耀 欝 纏 毛勧 ナ'Z・t't}二嚇 暖しZ`'?・
鰯1け 水争 ・　ltOgsma漉 ヂ ムト鳴/こ つ1'z・
矩計 的解析 倣 理 論的 上家あ られ た康 生頼
み 珍奇 仁っvZ、 　比蕨.ノ険覆れiSIPt%。
14gt.!ZF2目21日 の才「9tザ 以 来 、錫
在 も観 劃 中τ あ3が 、 二=で は.1491
.算2L自 家 か ら7自 、二φ・げて、豹 ヲヶ月
間 、"bの とり"に よって　　tOt　S}tLc
ヒ鰯lb軋1ろ 、赤 〔遣域 、F層 上3Pで の
PleSm・Xこ 岬 ム日な1二 つ い で ・座 間 的
Bza・　 瞬 間 め ヒ　 paヒcmnrfa2e　occabrence
も調A・乍 も のE、 図1.2.3.1二 赤 ず 。
図4で は.経 匁 方向1二 つvz知 も ヒっ
r=も のz"thり ・Dipe多`4・c7eorh・ ら土20°
b/肉aflkjisQZ".し ・jO・b.夜 間1つ ㎞
こ岬 μムト晦 は康 生7書 二WN-・ 明 白
Z"za　7　・　Pl・XSmaひ 嘲 脳 力 の経 度
方向Fっ11zの 廃 生顔 凌 ヒs.図2.3
か ら喫 られb8ろ1二 、 〉乞〃)フ様相 、工 経
度 う 向 τ・、カ、""'り畢 っZいb。 図22・ ・
kr;;.PこP　egUATtT・r　・付 近ン1=　Plam
岬 院観 相 榛 申 しZll馳 ヒもle－纏 え
o° 付{E_z".も 。と も発 鋪 疲 か・
商 い、 二 の綴1ま.ブ うジ ル塚 暖帯 ヒ
蜘'し も 一致 レF場 所 τ は柳)。 国3
は.† 三7軸 、=地 方時Eし っ†三もαZ'・蕩
リ、羅 生揚房4増 加 すう瞬 間 は、軽 震
方 向1=8っ て 、カ・写t)嬰 亨 って1、ろ こ
とが づわか る.経 理 に よbつ の雍1遣 は 、
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昭和 基 地1二 誘 け3サ ブ 入h－ ム 晴VLFイ 立相 異遊
菊 ラと 崇(° 丸谷 乳 ρノ 野 崎 竃 朗`'ノ
オ ーaラ 千 差ノ伝 調更13Vム 芦 窺 う止 り 位 相
が サ デ ス ト.,ム 発 生 賄 ↓二顕 弟 に 進 む ニ ヒ が 知
ζkてv・3(イ5リzレe'・ 区 」1くソ乙勾,井 砲 葡7ηe領 θ沁
～p・C"alエSsU・ 　Ne　 le.　 t79').サT'スト ー ム 鴫 ・
ω 電 三友ゐ斤究 〆τ
(ユ,電二皮渇可・士＼吠.
匁魍 りイ葺ゾ 乞 茅 い 夏1'L矛 ユijiCliZ示 す 。 い く「 斗～
宅a召/p　 l$esし か タ ズ に イ重L3-Y　 i身 寺 動 亭 に ボ こ.た
レL声 イ立梱 星 学 で あ3。=軋 ζ メ・一陣r電81こ
よ.マ ¢・・2一ズ=マC.tlzt・1・ ・あ3・ ヒt;、 南
VL石 心 相 異 第 ば リ ズ メ 一 夕 に よ3電 離!傷 吸eヒ ゐ 手 討」て一相 似.13イias裂 λヒ炉 え乙録 でk7・ ・3
ktlak,　 ・・藪/。Kev、"4.)=のエ ネ'し ギ'一 之 摘 つ
島 工、1-,し ギ 一 髪 子 の 南 下 ・・ よ3・ 、考L≦ ・Aマ
・・た 。{ム ・(、 ∠笹 向 に ソ ム 万 伍 未習壌 拳 オ・一塊 転
3二 と,6・ 」 、 昼1句 にt¢ 　20e　 sceV以 ∴ヒ の'亀 子 り
考 チ 毛 あ3-=ヒ が 挿 論 意 れtいrL.　 前 々 回 の
当 ・レ 〉 ポ 三・・ら ム で 年 寿a－ λ し菊 三也.八 手 ズ ρズ
電 ラ友敏!趣1i・fτで∵乏 ノ(島、　 rz　tllヒ石ら写 わ り の レ/乙.戸?薩 二
讃 仏 オ凶tカ ブ λ ト ー ム の}9[)/i3.哀 詩1(亨 犀宅{
危 。 二mヰ て一.VL戸 λ碗 喫 牽 の牝 生 ガ'夏 在
R直 話 汗 前 ・(て 午 後 ～ タt・bs・tz・ 領
域 で 頻 繁 に7き3=と 玉 子、 、 呑.こ れ ・τ 禄!マ
ソ ズ メ ー91二S31融k層 房L守 又1ぱ手 指Lキ 』L萄 ど
午 蓄ノ に(。 一 ク 左 講5、 午4象 ～ タ に ム・げ マ'1非
幸 に 小 さ ・へ こbメ'一 知 ざ'i'して ・・3.二 いSの$も
・乗込・s 、VL戸/ira累 学sひaあ'ニ マ 亀 子 古一
徒 手、宅b4～ て … 色 数/oド ρレ よ1ノ 大 望(」、イ下りえ
ば/SC'　 Kevt　 L・L.ILめ エ.祝 しギ'一 等 角 つ こLXで
竣 パ セ 。
ノ今 回 、1秘 露餌P基 地 に 零＼ ・て.オ メ がVL戸
・亀ラ蜘 五掴 めfaワ え を 行 ・・,同 時 ・τ室乙撮1た 拠 姦
気5会 友 と リオ メ ー ク^デ ㌧ タ　 tx縁13棋 ム
左樒}rt。 尋fz,　 ズ 妖'でtU/」 旦1)け 三北 極#hソの
vL戸 電 遣しの 砿 オ厨デ'-　 9　tJfiし 、,げ っ"ス1--4
賄 ・ ・⊥ 駒 師 螺 牽 ピ 亀 雑 居1吸 収 礁 因 ・k
る 焉 二 え、1レ ギ㌧ 亀 子4違 い や 一 毫 子 祷 下 め 南
虻 半 ば て・・川 和 巻 ・随 紅 一鱈 献 在.
こ ヒ ヌ5㌧ζ 日月S多'て"あ3。 二 の 日き 、 リ 才 メ ー タ
1=よ3電 磁 層Pム 匁 ば 尾 ∫9ゐvr。 　 teの 瞭 ㌘7f







HTド ッ70ラ 一法 によ る重 力波 ・短 長助 産
ふε'船と観 測 か ち
づヒ働 き一.竹 生放資,石{臓 弟(力 纏 ノ
旛 茄 尭 じ麟 研)
耳
蝉 鰹(S,8,ノ ・.!SI　MHR)麹 用 ・・"そ ・ドップラ」辱 翻 りす∋・〃棚 ざ ド・
つ・うL驚 測ta,壷 錐雇 高度 斥房グ3重 力波(鱒9今 以上)や 肯妾波 θ榊/ん5劣)今
M蒐t。 ズ蛎 用 で・あう。
。鵠 騒 芝 魂 多,。 軸 尉8と 」hz〃3:。富 力7k　nt,オー・ラ,fe　tE・9
が,わ かta)h-a-"2瀦 蟻 蛛.　 tWfi　OiB-2月)/調 麹/・-3・ 筋 力敬 擾 乱か釦
ユgao.ユ1.2フ 襯 ψ3・
胴5解 願 織 庖.!98。 享ノ1R2s;ri.i,1}　t.thiii;tivN
つ・t)'t=、)tl},肝ドッフ・ラー 魂2上 灘 ・}譲 寝
Ip-.」kra.乞 磁 た手 応 ル3β 呂纏FJ
　15MHZ　 i()n=a・り9fl,・ ・At・,7・ラーPtPIE,7・=♪7e3
ユユ 12 13　 JST
A・s{'湘 南 ㈱ と フv　 (FJ)で 肋'/♪ 鏑 臨 妖 履 舩 βグτ'・i3th"こ φ領
解 へ・7F,レ!a,一 一1;14(Ltzi,see－ フ(7-32・A,A')e－飲 に ・逐1芒 フ」 δ'め 醐3・
1弄燦 芦 β β'ζ戸喀 ・!9・6S)とtS　 r声 施uん ・ 〃 〃Bノ/=チ6-:?,SKSのft　 x5・あ3・
今,詰 論,毎 〃。&き レ,伺 鹸 渦 凝ゐ
毛 ω 。.謡 協 奏の)・t?a7FとY3・
FUKVOKR-FUJI　 DaPPLEH　 TRRCE　 P口N.　 3PEC.
oI98011
















　"oo　 ae.　 o・　i7　 a2s　 `ee　 au2　　　　　　　　
F〔HZ)　 xlO』
予 蒲 麹 劇 と〃う 勧 ヒ討 ・2〃2　 (asfoge
施1・ 茄 芦 嵜 画133のts・ ン靹令 ・・よ,・
(Za"2の オ 向ー!二(zSrkう,商3)
牢諺 。・,・.棚 上 麟 の ノ鹸 〉スハワ み〃 と
国 頭(福 岡),}訊 ・け註 峡 さ 比 較 し.
知F・ ソ7・ラー偏 差 か ら9eiE　 eSq7th£
き推 定Y3i,「1ゑt=っllz　 のベ ミ。
べ
ωQ=ωPナ 々 ψ






長 ・ソ'?、6ePM)モ 代 λ 恥 と,)N21r6Bt(vvx
と7ま き。
.4fcTtPt,鹿 卸 一 づ二 γ 鳩 舎 τ一
あ さの乙 陰 線t;!y滅 憂 の・relz:.ia




1)序 たが)マ 蘭 垢 両手疎 ろオ ー ロ ラ帯 でA観 測&
計 較 薩EX。s　 一い 耳 イ ノ粥 なえ ろ靴 直 で競 ・ この勲 亘Lて ・,衛
A)中 層 大 気の 組成 ヒ構 造 の解 叫 星 での 日出 ・日没 時 に方 ワろズ＼陽 光」q天 気 に
B)才 一 ・コラ潜 み 」乙禰 八 面洋地 磁 気 喫 齢Sる 散 乱 ・劇 妊 利 用 ほ 観 興』川 劇 ヨ(A
牡 皇 にあワ 砺 竜崎 一フ・ラ7〈'マ一天　 LA　 tLAS)あ うが,こ ・権 の観 潰1グ 可能
気顧 で開 の綱 確 度 協 恥 鵠 恥'図1τ あ る,こ 梱
と劔 旧 約 ヒ 可る衛 星 τ・あ ろ・A)で 岬 層 天 に1か 略 戸 纐 朗 に1趣 血 ㌍ 礪 鱈
気中 の才 ンツ その 弛 ら微 量1紛 やエ71〕 ン1・'・τ観 測 ・可 能'でrsv6,・i'ZJLtＬrこ ②纏 の観 測 が'
の フ"1コー i・・1しな観 測 乙・行 な ・'、MA'Pで 甥 他 行r・コb　ltろ 回数&碑 度 に有 呵 るt:ス トクう 乙＼
の観 測 ヒ某 国 しτNP層 天 気 ろ掴 所L明 うη'に の形 で'、表 わ しkE・o、 τ㌧ 中 低緯 序 」リ6む し
し 」う とす ろ6vAで 、}r)が 国の み 写5ず 国際 う ジ「一 口 ラ帯正 偽 の 回故 の方 が 多 く「」・て い
動 にも注 目 マ ・rtてcろ 繊1計 画 し与 う て いう ろ,昭 知 甚 勉 に み ワろ地 エノ観 測 一コケ ッ ト観
。お)τほ わが 国 でこ れ まz・・に軌 道 に投 入 マrt　 測 ヒb某 同観 測 が 餌 萄ゴ れてい ろ ・
観 測 客年 ∫・た 「しん せc.」 一 一たc」 う・
、 「き」)こ うi、 「じ きワrc」 ・谷衛 星m1成
果 とふ 身え・てr)rり 深 くこフ、領 域 マ・i=73.3°
作 が'竃あ られ1vゐ 。.!5i7年 末∠乙
に製作 し兇 了 し,ち8年 当ネηη・ら
7ラ/・1-・e.テ1しの一直 り試 験 ε万
rg　L・、　 計 年 期 に内 バ 恥5日
一3 ∫9ロ ケッ トに 」.ソXＴよ」アるテ
lcで あ る^
こ・礼 う擁 濯 本 体 の動 乱 並
行 し て,阜 傍 的 弓観 測 計画 の 豆果
、・デー タ処 理 方式 の玲 討 が)包め う
れ.て 人'ろ ・欠 にその概 專,件 に極
・t{2レ1て二7～・ワる観 》星リ|こつし、7i≡之ニテっ
3)観 測 計画
こ卯衛 星9)う 庭靴 直 ロΣL池 魚3
s)Ok〃K,2墓 興z,こ乏|oじck4・ し,
靴 直傾 斜 角 ク3・3ノ 妻で'あろ 。し
図1
一90-60-303060
　　　　 　　　　　 　　　 Tangential　 Latitude(deg)




JARE　 25　 観 ヲ動1考丁画 才紙 票
ラエ 尻 全 機 (国 立 種　rz　 研 究 所 〉
第)ζ 次 南 種 地 域 観 三則 ・超 高 層 御 免 部 門
の 基 本 方 針(累)を 以 下 に 迎三!ぐる。 出 身元 は,
口召i口99単 一|1月 末 の 予 定 で'あ う7σご'も着弾 イ看l
t';;,ロ 召和 ㌻6昇 度,1り うvsg?elwdiで ・炉iう も の
で あ う 。
L.言 †画稠霊
第)5」 欠1て匹,トイハPの3」 琴一目で・あ リ.中
層 六 気η・種 域 電離 層 をケ し,地 揉磁 気 圏 と ど
の 」 う じ 結 合 し'因 果 閣{経 済,て 、,ろv・z.　 z.　 e×os-cijse:
現 象論 殉 じ爾 らか に し,ご 如 二乏の物 理過程
を日月らか に苛 う事 であ る。 その為,翅 江 観 ラ則.
大 気球 観 ラ則.ロ ケゥ ト観 ラ則 、人工衛 星観 測 等
の キ段 を用 ・,た同時 総 合轍llを 行一う。
項 目 と して{1F,
1.観 ラ則ロケ ッ ト　S-3/OJA型S～619S(
2用 ・,r=,磁 気匿1寸 ブス トー ム にイ半うオ ー
ワラ現 象 あ 光 ノ粒 子,波 動,蕎}電 磁 場.電
流 の観 測 研 究。
z,、 くエ衛 星E×oδ 一c俊 信 に 手る,「 詞P
の観 須・瞬 発。
3.　 ma　pオ ーロ ラTVに よ る オー ロ ラの立f本
綴 ラ則祈 亮 。
チ.大 気多重じ ょう超 高層,中 間 圏観測 。
S.　 VHF・ 　レーデ'レ ザ ・ レーダ/?59F
分 乏観 測 。
6.鱗 気,レLF彼 多力.HFラ 震動 の遠♪高岡Z
」二瀬 り(画 才 ン7'/レ 島).
ウ.昆 常的観 測(・ ・n…nd・,Ri・m・t・ ・,
　　Magnetometer,　All　 sky　 camera,　 Scanning
　　photometer　 etc)　 。
工.勧 則も†湧,
ユ・ ロ ケ・。ト観 測 ・ 地 上設 備 の更新 に加 え.
i!㌧ タ解析 装 置(Qui・k-1・ ・k)を 衛 星受信
設1篇 と亥用 で設 置可 う。 これ ぼ観 測 研 膚ジニ
ヒ。 て重軌 峰 マ㍉ 観 測 のみ ζ・・よく,以 下
の よ うfF目 下象1二つ ・,τ石町発 毛・昂 る ときう 二
と であ う・既 ち可 プス トーム時1う方今rアうオ
一 口 ラ リ 成 因 ・希彦集 じ フ ・,て の 定 量 的 な
causalityをt5暑 う 事 で・菱)り.成 因 ヒ し て の
戸Aじ とau… 　 a1　 P・rti・les,au。 。raり ・ら の
た のemiSSi・nの あ 渡 分 布.　 aU・ ・ra　 じ 伴 う
elect・ ・m・g・ ・tic&elect…　 t・ti・p1。 、m
。
waves・ 　aur・ral　 dynami・ ・　 と卿 紡 う看穐
夕eZhと　back-ground　 のplasma　 parameters〔Ne,
T・)の 同 時 観 須腫 す る 。 後 述 のEメ0δ 一し
偉〒髪 じ}う 観 須rj研5乞 及b"オ ー ロ ラ のtep立
体 繊1と ・ピ 密 痔 な 蘭イ糸 ぴ あ う。
南 種 昭 和 基 勉 で 後
信 可 能 な 紅 蓮 吟 て 幼 訪 う 車 を 基 本 と し.
エ遜 のQ・i・k-L・ ・k装 置1・ よ'1.受 信 〒'一 夕
処 理 を4子 ラ.特1二,粒3r,　 HF　 Sounder,VLF
waves・ 　Ne・　Teに っ ・,て 解 新祠 ろ.そ れ ラ
の 結 果t手 内 尾 じ送 ら れ,EXO5-C才 ベ
レ ー シ ラ ン 衆 足 の 資 料 ヒ し て 便 用 ぐ れ う.
ら.オ ー ロ ラ の 立(ZFke副:9召 ・和 疹3也'二,毛 主
及 〆 内 陸 鋤 訓 令(こ れ は テ レ メ ー タ伝 送
を 行 ・・t昭 知 基 地 で凝 固 冴 ろ)設 置 し,オ
ー1コ ラ の 立一12卜台嚇 を フワ ラ ー で・とiラ え ろ 亭
に よ リ ー 及ZA'zの 実 験 観 測 結 集 とAeC5。
デ ゜-9処 理1才 モ ニ タTレ1マ 規 随Lで ㌦2F1.老 冶勺
rStつ11',持 ち帰,IV・ らxe"'trSptじ`
リ 画 イ象.解 析 を4苛 う.現 象 と し て{1,3～zo
剰 周 期 の/ぐ'レeS　 i4　 ン7"・1一 ロ ラ迄 と
う え る 尋2考L,Vプ'ス ト ム 時 の ・xp・n-
sion　 phase,　 recovery　 phaseを 歪1レ て 三級
親 愛11t{苛 う.
.そ の 他 ・　 VHF・ 　 レ 一 列 壇 離 層 電 場
の 情 報 を.他 の 地 」・観 測 かL賓 研 究f詑
ラ て 基7.ト的tlth気 圏.電 離 種 の 状 態 を 示 可
kの ヒ し て 重 辱 で あ る.大 気{揚 ミ及Zバ㌧ レ 一
ザ.レ ー ダ㌧ 抽 ト分 光 他 鳳 主1坤 閉 動 ・
主 眼 を 彊 い た 屯 のZ㍉ イ12のラ寅講 で宅義詮}ミ れ
ろ ぐ あ う う ・
最 後1=,二 の フ ロ゜ ヲ'エ クFlつ 句 く の ん の





犬 気組 歳'・梼 追加 ら み仁 商権 ロケ ・ソト修見 にLら え る 、ヒ を 可能 にす る ヒ ヒtに ノ リZ
測,16'よ 公 》乞れ を串{じLし てt也上 ・稽r窪 ・気 －Fセ 〉 シ ング の　3foun4　 trathり 在 めにも
繍 別 ち齢 さ 脈 綜 観 的 な 観 ・具1[重織 －as　鱒 で・あ る・va・.　laFisev域 で・のs…rna-bc・ 仇
ゐ・1ま ・例 力ぐケ な いゼ け に ノ昭和 基地 で粟海1「,ys.(Jr・'
イ1豆}イコ≡iL1りミ、諄≡nし、。
口]-L142∠ ト年2日 打上"tt'ii'是 の臥os－ じ 権↑尾 の
極 液 と、、b泰 協 紫 外 線 の有佐 しない券種 ビ　 2mu砿trutVv忘 行 な う他,　 ¶ROS/NOA-Aの
陽 オ ゾ ンG>・fiilxil・t口 群 継1・ よ・Zデ'-9取 イ叡 鼻 輪 布),SSv(t311i!SL)S勤
気配 せ畝bめZ"月 極域 成 層1圏 における物 質 輪 中のNl　yrtらus7(オ ゾ ンE4他 の轍 像 成分)
迭 亀調 べbの に蛉 通 であ る・ 喫 寮 幕湯 奪ゾの との 茨 同 観 測,2r・fiい 将 東NA～Aが 予 定 し
高3奪蔑 ・極 鰍癖有の力考現 象り解 明 俸,戒 雁
臨 物 醐 ～れ 付 点・か 弼 興 棘 ・鏑.ま
セ,-」(-dラX線 や太陽 抑 トン ・与よb　NO
・生飯,勧 ズゾ ン層 への影響 なビ稜威鮪
4現 象が1あう・
zい ろ ～A斤E9,　 HALOEな ビ ②輔 圏 瑞ζ量成
介 り毛 ートセ ン シン グ衛 良 じつ綱 フ・・ グ う
ム 生方 λ ㍉れゐ。
t21才 一 ・ラ ・エネ1レギ ーtK41$'成
磁 気 圏胤rよ フz,り 「一口ラ粒}1や 脅協の
1・・。 ッ ・ド酎7・ ・㌧ デ 伽 祷P熱 酬 拝 殖 時 蘇1し ギL瞳
以レ の現 象 ち解a6育 みt・1:;一'客↑ズ層圏 の 的 に解 明 赫tttド,オvOラ粒}の 木気
風 順 法 ・気丘 才 ゾ蝿 痛 齢 癬 ・ 史 蜘 岬 も粥 か悼 み・電線 ・駄 鯛
笈胸 あ勧1鱗 鯵 欄 集中 ・て鰍1衿 峰 鯉 艇 細 動 擁 ・』醸 お・嶽'仁 晒 粒
が 筋 ・放鷹 働 叶 ・・ト観 測 ぱド'・ッフ・ゾ 払t7-1レ ギ一節 ・鞭,・M1・t・X・ ・魎
/デ'斌 鯛 晴 ・　MT135P(liLSft　ra　7・・ト によtう な枇6揚 麩 構 い,加 椚 ・tt・・ ヒ
硝 憩 気 劇観測1い の)4x・ ・t5-tの こ'あリ、短 時4し 靖 的t・vaoaq>。
南 極 乞博 吃 の 志 ま便 甲 で・を 惹 。 ブ ゾ'ン ♂ よ ズ
嶺 湿 ・気 た(高 来{度)な ラ則 庭 う み 団 ま,St60
クラ ス(手 イ乞ばSZIO　 )の ロ ケ ・プ ト・9イi重 用1
ゑ ミtにTVる カベ,吃 η たOjの トごOツ フ。ソいン ア"
芝 蘭 啓 事 る 。
1、2大 気 戎 ・ ゾ ン デ 〈気 壬'刻 乙のttAn
争様 な大 負現 象 匁把 握 するt=　tlP'　衣 気残 に
eF・うPtゾ ン,　NOx－ 亀離 檀,烈 鼻1エ7ロ ソ
ノレ,縛 気 恥 観 測,斜 松ワ'ン デ1気 痴 話
る風 ・ノ気温 ム 臥 ブ ゾ ン等・観 測 乞 。 ケ
∀ト顧 測 ヒ呑蛉 起 て簡ε直 すゐ。も 考う ん オゾ
ノ ・ドプ ・ノン今 光計 な ビの地 上観 ラ剰七動 員す
ゑ。
1.3工A7星kfi－ 漫,ILの 結合
噺 掴 縛 しも遠隔探査古る人P衛 星がL空
忘通過 するtき ロ㌻r・ソト怠打 上 げ,成 層 圏 太t揚 重 動 測 定鴇 じ楴 λLズイア后 う
気 重同時 観 別 言2)ミ 乙IXノ 大嵐タ愈製 も 舞働 納
(bオ ー・ラ ～才tN蹄 放射 の回転 鏡 頚1陸
焔 〉鍍 殖 珪 素め'す 一 ・ラr-;る
犬為槌 を和し量的に論じ る。地 上冷光顧 測
t併 也 行 なう。
(‖)フヒー ロラ 中・のoユ(」㎏})1・z7M・Vt棒 才～(身寸笏1是
1・・7μ 齢 虻舳 プ ー・ 穐 命 ・よ・
て励起1〔 れ ろので ノ寛{易 夜顔 も推 定で穿
る尋が か りをメ号参。
({ii)　NO　 lb＼よzぶ イオ ン冬旦成シ引受
プー ・うう鵬1ゴ うNO競 蜘 紳
玄調 べ,吃 埆に よる稜 搬 ぺ 責/組 成 笈
化 もβ叶うか に可与・ 、冬葡甲契常 隣り観 測 毛
興味 あ 各.
ミdy㍉ の 観 ラ則ほ,土 セ 上か ∫の オーaう 現 亀




!、・ 浮 島(琢 下賜)
オー ロ ラ魂f興1引9マ}iゴ 季 「s　}v;rhぐ
嗣 が,斥 胴 脚 デ 磁 気圏 プ ラ ㌘ 竣 ゑ
碑 碑 ク、モ ニ タ ー と{㍗ 羅 気圏 ・駐 網
Σ2巧 ・っ寒 」2の電 ろ麦嗜 吃 Σ酬 うカ't:T3ヒ
Mの 有 力7悔 骸 り接{肴 傭z(て 〃)そ 啄 と,
康(つ え(to;Tの 六 気矯 彦 へ の水 楊 瓜 か うつ
耳1レ ギ づ ・-qz・9-tcて の赫
ガ・あ 》とキ ラ づ恥 》.・C,ラ9ん 、 後 楯 のy
蝪 τ桝 備 魔4》1孝1つ 皮 げ 丁 勧 犀7言 義陶 方 ム
tz勿ta-　rlF,　市1苓 の夏 手ム>　rJfb　PtZ　fuSZA4っ理 解
rdしv-　 {1　ihf三Sれ 「9iい.
オ ー 酵 同 割 て ㌘1ガ)1.i-.)2.ラn
,3一σ)八,丁 稗 禰,2.1-Vラ 泣 ・}入 驚 ドcJ　 》
鰭 へ 吻 房 ・.稲 へ の 畔 バ ン 執 達
ワ ど 〆 奪 ・寿7至 で あ}ラ.・ ・i・Lうの 隔 腕
酬 ・礪 ηtr…)・ ・1r.・7-1り 入maiz
そrzう痛 をed,　 ρ看研 修 岡 畷 卸 〃)拷 惟E朗 〉 ザ
、。 し 。.1嫡1・ 国 産 脅 蟻 吸 雰 と・ 物 鋤 ラノ
国 界 圏 傍 工 酬 うe-(='z')・Ztc;・z・3・
m入?9のtbyz　 aaZ　 la　ieLし,`F・?1・fa
吉 入 力丁 じN3天 知 蝕 ノを碇/β η 転 生,ζ',エ
つ 舛 郷 ・ よ 》 下 階 へ 名 論 ㌢ な 消,窪
lq4合 吹Lの 弓 ・・郁Z"鱗 ら ウー (ラ 〔7層(衡 」峯
ゲ あ}e徒 ・ 亡 魂i諺 、1子攻 と　(　z　llk,
1.馬 θ葡ln彦 旧 情時 姥 の フ「-hラ 虚心m.
zClv～ev、 、e、1・.9陶画 セ祐 薩 葱`つ う 装 械 測
3.ウ ケ+、 ・5》 移a入 訂 ヒ エ フ7ス1の
緯1911,Eし'天 え船 号 設 伊4糎 釧.
4バ し 戸 〆1二as　 》 エ フ7又 蒋 イs－ レン
ブ と.そ つP鯛,,fzf-E!(高 ・ す1紡 毛)髪
飾 のli?Eipt}.咳e・9fi〈 そJ{s(9a砂1虜 リ
ケ ど 〆 碕 墜 ち 神?τ ら め))と(=tS3t'σ)
し 考i9れ3.陵{つ ㌧z・1っ1都 塵(z
s.残 鵠 に6さ 才 一 じ ラ ず彰オ 分ー院 量c残ラ 各 ぴ
御 し殊 の プ ラ ㌘ 状 麩^解 岬 並 び ・
6.Ctny,V。..卜.・ ㍍ 一 ンtm・Ptと つ 瞬 受
方値 ガ τ瀕 ・ 竜 物 欲 輕 楕 ・ ぺ
IT、　VZ　Mて 鬼(季 ゼ も7ア ・ーこtで あ3ク.
シ四 切 卵 逆 飛 ・マ1楠 ととか 字,Az・u.
辞蜻 親 権 ブリ 才 一 ゆラ モ 三夕 ー σ.太 陽{菟
噺 ・髄 ボ へ ・ 劾 昇,そ バ 婦 脚 簿 吻
村 法 巳 種 あz重 職 老'手 晒 つ モ ・t4'乞
う 恥 》。{か し、 フ「-uラ 証 画ll本 地 レv'う
Z・1」f〈l!l・rcntsas,%・.(し,/≧ 出 癖 》
・7z・ タ ー と(z〃 潅 啄 丁;{tctrふ 事Eキ
Lふr5う11':・ ・<フ ガ の ラ行乞}i>h|荊 フ「3'モ
零 。!あ ㌻.
1.池 上赦 穆llつ 矛ξ乙1チ.旗 咽 ほ1-17?iS)ifり
産 卵 沸 醜 ・13fヌ、い17f－ 身)　 2f・I　ltlT
}顧i釧 網 を破 重 一方3,二4晦 昼,° 則 ヌ の
彦 喝,ル3∫1司9解 姥 モ　 bY}砕 辱7ノ あ ふ・
増 毛 ・ よ>f－ 吟 モ ニ ケ ー,'酵1二
后 ビ(S・'・r|与k-2ン ト'-1し し・　 tic－
穿7金 峰 傷 っ 唇 銅 砂 得 下 書 三5.
福,し け 関(ZIF、)の レ ス ラ"〆 房 物
1つ良 能 万}v.op(ア 才 一－Pラ 人 毎 弛8一 と'
乾 シ亙・姻 ヌ の 喝 屏 芝 記 傷 蜥5e--lz(z次(〆k
享 ザ あ ソ,う¥一`'tけL(ノ 乙 ・つ風 声 」 耀1動}に
鷲 乙}萄 考 へ'田 彦 ゑ(ノ1ウ 縛'傷1ε 閣5v－ 仁 しタ
・了い ず な ラrd・ ㌦!論 う「同 雪1珂/9綱 龍 つ 川 下
K－ 夕 の 「刊 糞 ザ 孤 婦 「o才 藻 ≧ 考 Σs早 る・
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虜 〕句 イ正 ・ 東 京た学理学都
ほ ぽ 球 輪 屋良tへr.eeko¥ths・t,,"　 1.　無 人競 闘 ㈱ の向酌 鮮 酬 破 爽
そ魂 迎 ヒおける観測`二方"て1磁 場難 力つ
縄 御 嬢 鞭 副 の－fE・(て 」旅 潜 み存《緑Z・9そ 賎 酬.
{R`「to」4L(kヒλつては,みしす今れ てき二βo
ず惇茎叱 の'字彫 巳1婿 、・,走病 腕i塒 整 備3、 、rlv－ ノによ3穴 賓鵬 勉 易の疹是刺
ヴ血,　 tqlも 冒」づ借手っ仁 工P1～観ラ皇1b{そ衰亡
k、 ロ・ケ・ヅト蹴.プ ーoラ ジェソ トの微 細は,無 人観 刺 草の設 置t行 捌t」き亀 なデ ーヲ
痛 止.が 鞠 琴芝れてい3.し が し胸 こう,工 卜4S
銅 個 時 硫 生れた門tゆ ヤ ∋-b・ フパ に
おr情 炎脆 氣観 測 笥掲t双 の般 もmstthtzお ・
ソ,二 の趨 勢1っ鉾 実 方3セ め には!ξ役 も観 測乞
の捗 紀t重1っ 動 詞 中孕ヵトあ3。 手ら領
脚 つ一 ぐ1レー ンや 吋 ツ ト剛 情 鶴 崎な フ
加 叩 く?blつた観謄 †画tSl♪=ヒ の'重手
qt6taopsか であ さ.'二 二ず}-at)2の4。1・課
題 ちいプ ・1,4ム旦を運 ぶ ユ'
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80年 榊 期 ・加 砥 功 レや 糧 観 測1・っ、,て
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向 井 利.典 ・ 宇宙滑営研 魔所
麹 バ 紅 杣 ギーlllth5・eと騰 助 現 象 ・鰺 、TAI31-1;一 ・て騙 る.
輕 四 丁の工机 船 通 殼 減 わ 差C33書 協幟 支計t・nすコX2t
〔2]観 測 テ ーz
(q)・4en。fi・m7
つ「一口 ラ電 光 強度 と人身すエネ ルギ ー フラ
ヤ クス の定 一量 的1紅糸Aび その耳青1旬董乃ヒのオ石
園 蓬襯 べ る.入 射粒 ふ のエネ1レギ一纏和 過
itが 鯉 で、理 論 計 算b　 ・fつ 鎗 枇 ・IIF
往 来 め観 測 で乏 い 蔽e▽ ～ 　IOD　 。v岐
'e1"あ る(籍f・憧三{ト).考K－ え厭:
(し)プ ラズ?身 勿理(1)〈 っR起 こりe)iu　∫夕 年 耕 亨/61iぞシン雰9シ^う久
局所的1・ 主題(z・ る桂ノ・の1'・V定}剋 象、 ②(岬te:　 exos-c甲 胸椎 鵠
波動 ・岩 子和 亙1手用 と寓 い高度 τ りクni砲 ωtDlt　 rel卿 塒 群 衛?シ ンilev5A
象 の'£9.鰍1ぶ 漣 継 レA・1、ゴ。仇 し
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大薮 寛(東 ル(天 産)
フ・ラでマ癩 艘 刻め擁 目標 は プ ラ 嫉 雪融 麟 い 繊 鴻 畷 山 路'
'Zi・1と降 下粒 子 デ ラでマ 妖 気の相互作 用etc　 将 来eK・'∫-P'〈 ・OPE-N-J°)
mXカ=ス ム を嫡 乙す るk本 競 作1耶 麻 ・観劇廊/'トtaし τ 磁 気圏活動 ヒ極域 サづz
す こと1靖 る ヒ沁 ド 之 匹 杁彦視 夕汐r衝 戟 トーAど0関 珪 あ龍1予 謙 る「こあの身 オ的 与
寸プ姑 仏 制 御 す掴 礼 し鵠 ろわ テ一円 掬 射 ろ ・叫 τ 紅 ラ・
状 態 セ頭 らb・ドす るこヒz・あ る。
以 上の目標 ㌍ 毫〔・して 茅2次 切離 亟P






瞬 間冷解 能 ⑦向上


























超 高柳 纏 学∬く閲 す々擢 地 口ヶヅ ト豪球
1よ内 之浦'ロケッ ト裏蕨 と1よ観測ダ才象の豊ヵ、ぐ
`び ・・てthffK'・柄 カゼあ を。Y4k,て 、剛
組分冶 わぐれk観 測棊 置き用 、1拍‡"麦9vey真
顔 ビサビ毛才一 口ラ物見 彦、磁 気圏 物耀 学1(
閲 すろ多くA情 報 が循 られ 々。 しが しこa受
動鯨 逐 、順 か'観 測'・は、7z・$う1s
制約.べ伴kう 。
沼・t惚 裳輸 ・1・1・、人 別 レてンZ岬 薇"舞
えら担 う。
(o高 王子'レT"一纏 鰯(M
②修レ狛 ・1㌧7'ラ ズマ荻 欺
@灘 磁 路
@ト レ 付 一お(欺
そ μ 妹 つ 、時 細'・ 綱"ろ こ ・/咄 紅
の オ ーvi奪 略1繍 釦 そ 榔a〈 狩L・to・"・ 講 瀕 時Fl・ 椥 瓢 康・硫 橘 レ、榊 ・
・て タバ>7"fl2〈ufッF2?fっ 　 'etPt・ 脚 と ・・、iP・f・"nkt""-tlいt"clel・(?e
く甦 辱 ヵ"あ ≒るこ と,
(2r)飛 翔 時間 が短 い斥め 、A且 う物」嵯現 象
・虚 び そ 欄1く 案 ず3D・ 川 ・'
Jf－昭 であ ゐ。 そa旅 あ可争乞lf生qあ る
観 測 詞 華1くパ じ数 多 く の装 置バ必 夢
で あ 列ゴ'0'りC"な く、 それ そ"れ の測
定 レ ンジ嫉 ・;a・rるytg… 　bろ.
ω 受動 棚1劇 械 でWア 。 卜・拓
也傍 切情報 レρ、イ寄られ な、ベ ヒρぐ'多
い 。
ew・5編 ・・"`よべ 糧 咽 難 噛1似 て
方様'ts・ ・°・7シ7"・1鰍 鵡 な榊1・/違 い
な いバ 種 肥 酵 ・ 畷 駅 て鴻 、そ ラ そろ ア
タ74ブ ・%蜘 ・'ガ鯨 桓 も告 ・・嚇1で い
塚 ヵ'殉 θ'.こ ・ タイ ト・内 参紅 イホ顧 ・て こ
られ 僻 麟 ・・ら孝噺 レてべ 。 こ ・tX.i2pQZ
多訂43しff'f?可,4の1研哀 ラζの)j6'Zめ 秀・見 て"eゐ ろ う。
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keτ7L,;,-」"・ マ イ7ロ バ ー ス ト の観 新 計 画
松本冶廊・虐「ぶ 三千
(神ア穴琴工学部)
/97辟 〃 〃β罐 暖纏 也♂ツデブ 時酬 晴 下鶴 の聯 の鯛 乏さぐ8Pt
葦z1砿 謬 羅 蕪 歎 霞 諭 彦㌍ ラ!1こ「dうラ'_,
メZ5κ 聯 確 掠 の脈動 ε醐1た(予 言,.11、,.21、E.273E.二 ㍍ ・・yS-






れ 函 βづ10耳一5子株 τ観測されfこ脈動
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拠 ノ禦 手蹟 躯ノホD・輩乙 ノ水沫郁 夫(立 ノ教 大里)
ψ村 純 ノ山 上唾 診ノ幕 苛正美(宇 宙材 浮研)
'ト王・正弘(ム 梨 医大)
近 年.巌 』9γ 享ブ の低 エ ネ レ早 一 ・オ ー
。ラ雑ね 加速 齢 昧 琢!・ ・媛 帆の鳴 づ 像裁 量・ね 麟 伽 ・が.
瞬 磁 場 に ・7fi・乍 電 場 に よ つ て 行 わ れ3ど い
う毛 デ㌦レ!が ク ¢ 一 ズ＼ ア ッ プ{"㌧ て 、 ユ
か し1ら づt易 ノ 才 －PラX線 立 飲 す 高 エ ネ'し ギ
ー 糊 す 弁 速 ド'締 屋 ぞ
、 ・ ・ お 丸 紅 ネ
・曜 一舞子・づ噛 滅 期野わ 亨偶轍 域ザ
起3可 能f陛 が 須 い.抑 夕.uanoudnWtliよ
5φP遮 微 嬢tの 劇 蓮 が」喫 勅 も ∠ ミ 多z"あ 」.
しT－ が ・ て,可 視 劣 領 域,uvdi域 ル オ ー ・
ラ像 辣 一　rzラX繰 像 が 果h>マ ・ コ9#e,is
があ3.iE.」 餌・側,
抜 り差 異 幼"手鼻 ざ イしコ.
今 迭 ノ オ ーvラX線 の豊岡冷 寿Jsy.ん 　be
z20° の角 分解 能 セeフ π葬掬 梼(丘 疹.,7
ケvv　ト ノ人工 毒手星)繍 のX会i望 遠4自Lぞ 上虫
乙TZ〕E栂 ・、r=ピ ンホ ー'し ・Tメ ラ 」甦 の メ 線 戎
評 し陶3° ・角
ケ 勢 能 θ 童 間 分 解 綬 ∠s6Pt,・%n-・)で 畦 間 要
し イ‥ 鋼 方 方 乙可 鮭'・ 繊 パ 勧 ・.空 間分
解 能 ぽ ま宏 不 ナ ノ分て"ノ 手 大.二 の 緑園 τ㍉ 参観
凝り秦'の 姿 勢 ガ"矛 用 で あ っ 仁.
　
気 毒 あ友 で 〆 の 亀 冷 評 能 ゼ観 劇1ケjt・..ボ,才
－x7う メ 媒 寮 生層 ゴd(・ ・(の 遊 間 履 神4麹 漬 ク
叫 声 ず あ ㌧ 毎 止 ・ オ ー ¢ ラ 〆 繰.㌧ ス ム
ゼ1紗 ・ 睡 周 β 解 能!ゴ 観 測 す る:ビ1・ ワ 能z・
あ3.翁'乏ls　 L遮 の観 劇 助 子>　r=　、b　txヒ'ン ・
夕方御 でオーt巧X紘 ホ ー'レ9L'・ リメー9イ お 鳩 ・(τの'違 碗
x蘇 確・壱Wt'dw・kuaUtZ!幽 一 聯
(賄 の 畷 娘 お 以 テ ム珊 … ,勧 …
才 －Pラ × 森 の扱 俵 肩 栖 し て ・・3.*t(i)
`L　aL　h　'7t　-　R　s　x　ueKmg　 veLtmし.7zOP
畝 栖 ン す}こ ・1・ 」'マ 繊 肚 虹 ・・た 一 飛 ケ1脇 ・7"u・7S,IMz禾・ … .覆1腱 堺
μ磁 零 ・沽3多 数 個 の些電 三ト増 壕壱 ヒ雇 エ ・唆 一 労碗'・ 熱 ユ・・研 け 一 陰 ラ 糊
ee,zば!ρo











身 レ ー 仁 ,フ レ ネ ・い レ ン ズ ノ
M¢Pの 柴 学 象 ゴ フ レ ネ1レ ・Lン ズ'
4FLSt*ゼ き3限 ソ 低 く し て 明3・ 、
も の 毛 用 、、る.
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南 新 提 噸 ア 帷 首 長
(大皮申 込K肯 エ竜専F)
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差計 画・・ か も・
観 測1訂3℃ ケ → ド 緻 軸 よ ソ θstl?1　 r:平 方麦暫
龍1幹 ナ ラ げ(RPA)酬 ・・b・ 橋 軸
・9・7bア ・ ゲ'レ9a　 l喋 弼 オ.・Fv7F
つぐ な ・ と梅 見 イ 如/タZ図 の模 式 図1・ よ ・て
わ 顔 弓 導 姉 》 辻 φ絶 技(衛 イセ声 叫
こ こ で・ls・,"ノエSH　I?名i㌻々 |入 ヒごンvキ の尺PAの
4　1r　)　Eegn　 vgr,kの 殻 繭 ・最 ・1・直 ゼ あ ゐ、;
ら θ5と1て3♂E弔 ・'た.
めけ アぬ あ ぶ
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南 繁 行 堤@即 ち「産 着ヲし(大 阪干天主音卸)
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て 付 ン蔽 啄 繊 度 魂 ・・`砒 令 ・ 霧 　瞬 繭 玉砿)噛 し,獄 燐 欝 「鯛
拠 躰 ＼乍(融 ・ig8ie).と 蔓示 す,
タ凝 ζ難 語 、㌫ ㌫ 一6=ξ,1与 ρ」ω 一脅訓 兀
そ・綴 倉 厨 餅 〆'酔 示す.ケ2厨'・ ノtDうメ
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オーロ ラ帯7・ラズ マ翻 の計 算彬 ミ・.L-)一 日ン
松 本 紘 ・ 欄 艶 京 大 .超 網 綱 セか
は.益 々高 手るであ 多う.
オーロラ帯磁力線 上は.i磁 気圏物ifMJt:
ヒ.τfつ の重 字な・領 域 ごある。 ここごは 食 刻 ♂.粒}コ ー ド1・よら計 算杵 シミュ レ
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1;.shaωhan[t]の 有名 なオーロ ラ帯7。ラ 電波 〕一 ドE用iJを.オ ーロラ帯 プラズマ蓑
ズ・マ策動 の模 式図Z'あ6。 ヒ関連 δろ基礎 夢7ρラズマ波 一羊好 頼 る作用
尉 聯 シミュ い 論 ン 嬢 っ婦 跡 お 。ki
　Rin3gl!1分 髄 わ 電多ビ ムーの
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　 　 　 　 ALIGNED
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図d.オ ーロラ1帯70ラ ズ'マ鋤 の条≦宝機 構
　　　　(affer　 ～htUdhan　"])　 vr　v,.　vr.　、_.,。。
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